
意匠
A-01

完成図

図名

名称 縮尺 Ｎｏ．
国宝金峯山寺二王門素屋根建設工事

本完成図は、完成建物の基本情報を記載したものです。工事に際して作成された施工図等の詳細情報と合わせてご利用ください。
施

　

工

奥村･松塚特定建設工事共同企業体

Ｎｏ

構造図面

Ｓ－０１

Ｓ－０２

Ｓ－０３

Ｓ－０４

Ｓ－０５

Ｓ－０６

Ｓ－０７

Ｓ－０８

Ｓ－０９

Ｓ－１０

Ｓ－１２

Ｓ－１１

Ｓ－１３

Ｓ－１４

Ｓ－１５

Ｓ－１６

Ｓ－１７

Ｓ－１８

Ｓ－１９

Ｓ－２０

Ｎｏ Ｎｏ図　面　名　称 図　面　名　称 図　面　名　称

電気設備図面 機械設備図面

Ｎｏ

建築図面

図　面　名　称

Ａ－２６

Ａ－２７

Ａ－２８

Ａ－２９

Ａ－０１

Ａ－０２

Ａ－０３

Ａ－０４

Ａ－０５

Ａ－０６

Ａ－０７

Ａ－０８

Ａ－０９

Ａ－１０

Ａ－１１

Ａ－１２

Ａ－１３

Ａ－１４

Ａ－１５

Ａ－１６

Ａ－１７

Ａ－１８

Ａ－１９

Ａ－２０

Ａ－２１

Ａ－２２

Ａ－２３

Ａ－２４

Ａ－２５

Ｅ－０１

Ｅ－０２

Ｅ－０３

Ｅ－０４

Ｅ－０５

Ｅ－０６

Ｅ－０７

Ｅ－０８

Ｅ－０９

Ｅ－１０

Ｅ－１１

Ｅ－１２

Ｅ－１３

Ｅ－１４

Ｅ－１５

Ｅ－１６

Ｅ－１７

Ｅ－１８

Ｅ－１９

Ｅ－２０

Ｅ－２１

Ｅ－２２

Ｅ－２３

Ｅ－２４

Ｅ－２５

Ｅ－２６

Ｅ－２７

Ｅ－２８

Ｅ－２９

Ｍ－０１

Ｍ－０２

Ｍ－０３

Ｍ－０４

Ｍ－０５

Ｍ－０６

Ｍ－０７

Ｍ－０８

Ｍ－０９

Ｍ－１０

Ｍ－１１

表紙・図面リスト

特記仕様書１

特記仕様書３

特記仕様書２

特記仕様書４

特記仕様書５

特記仕様書６

特記仕様書７

特記仕様書８

配置図(現況)

配置図(計画)

仕上表

Ａ－３０

Ａ－３１

Ａ－３２

Ａ－３３

Ａ－３４

Ａ－３５

Ａ－３６

Ａ－３７

Ａ－３８

Ａ－３９

Ａ－４０

道路レベル平面図

１階平面図(二王門ＧＬ)

２階平面図(一重目軒足場)

工事概要・求積図

立面図１

立面図２

上部平面図(妻足場・棟足場)

屋根伏図・建具表

断面詳細図１

断面詳細図２

断面詳細図３

構造特記仕様書

電灯設備　２階平面図(一重目軒足場)

自動火災報知設備　凡例・注記・系統図

コンセント設備　２階平面図(一重目軒足場)

避雷設備　立面図

衛生設備　配置兼道路レベル平面図

幹線・動力設備　２階平面図(一重目軒足場)

衛生設備　２階平面図(一重目軒足場)

消火設備　１階平面図(二王門ＧＬ)現況撤去

消火設備　１階平面図(二王門ＧＬ)新設

消火設備　２階平面図(一重目軒足場)

消火設備　３階平面図(二重目軒足場)

換気設備　１階平面図(二王門ＧＬ)

換気設備　２階平面図(一重目軒足場)

換気設備　３階平面図(二重目軒足場)

鉄筋コンクリート構造配筋標準図１

鉄筋コンクリート構造配筋標準図２

杭施工標準図１

杭施工標準図２

杭伏図

基礎伏図

基礎リスト

雑配筋図

Ｚ１伏図

Ｚ２伏図

Ｚ３伏図

Ｚ５・６伏図

屋根伏図

軸組図１

軸組図３

軸組図２

軸組図４

軸組図５

Ａ－４１

Ａ－４２

Ａ－４３

Ａ－４４

仮設計画図１

仮設計画図２

植栽撤去図

擁壁詳細図

外構詳細図２

外構詳細図１

外構詳細図３

外構詳細図４

外構図(現況撤去)

捨てコンクリート・ＶＵ管図

部分詳細図１

部分詳細図２

部分詳細図３

天井伏図２

天井伏図１

床伏図１

床伏図２

Ｓ－２１ 軸組図６

Ｓ－２２ 部材詳細図

３階平面図(二重目軒足場)

Ａ－４５ スライド部分詳細図

排水改修図Ａ－４６

Ｅ－３０

Ｅ－３１

Ｅ－３２ テレビ電波障害対策

機械警備設備　平面図(新設)

機械警備設備　平面図(現況撤去)

電気設備　平面図(新設)

電気設備　平面図(現況撤去)

避雷設備　機器詳細図

避雷設備　上部平面図(棟足場)・屋根伏図

自火報設備　配置図

自火報設備　上部平面図(棟足場)・屋根伏図

避雷設備　１階平面図(二王門ＧＬ)

自火報設備　１階平面図(二王門ＧＬ)

コンセント設備　上部平面図(棟足場)・屋根伏図

コンセント設備　１階平面図(二王門ＧＬ)

電灯設備　１階平面図(二王門ＧＬ)

電灯設備　道路レベル平面図

電灯設備　上部平面図(棟足場)・屋根伏図

幹線・動力設備　上部平面図(棟足場)・屋根伏図

幹線・動力設備　１階平面図(二王門ＧＬ)

幹線・動力設備　道路レベル平面図

引込開閉器盤・電灯盤・動力盤・照明器具リスト

機械設備　特記仕様書１

機械設備　特記仕様書２

電気設備　特記仕様書１

電気設備　特記仕様書２

幹線・動力設備　３階平面図(二重目軒足場)・上部平面図(妻足場)

コンセント設備　３階平面図(二重目軒足場)・上部平面図(妻足場)

自火報設備　３階平面図(二重目軒足場)・上部平面図(妻足場)

付近見取図

Ｚ４伏図

外構図(新設)

スライドＳＴＥＰ図

自火報設備　２階平面図(一重目軒足場)

電灯設備　３階平面図(二重目軒足場)・上部平面図(妻足場)

表紙・図面リスト



意匠
A-02

完成図

図名

名称 縮尺 Ｎｏ．
国宝金峯山寺二王門素屋根建設工事

本完成図は、完成建物の基本情報を記載したものです。工事に際して作成された施工図等の詳細情報と合わせてご利用ください。
施

　

工

奥村･松塚特定建設工事共同企業体

特記仕様書-１

国宝金峯山寺二王門素屋根建設工事

　　吉野郡吉野町吉野山2498番地 金峯山寺境内地内

　　仮設用仮設足場(素屋根)：鉄骨(四角トラス材)造

　　新築工事、除却工事、屋外附帯工事、電気設備工事、機械設備工事

構造特記による

構造特記による

章

技 能 士

・　全て　　

・　全て　　

・　全て　　

・　全て　　

・　全て　　

・　全て　　

・　全て　　

・　全て　　

・　全て　　

・　全て　　

・　全て　　

・　全て　　

・　全て　　

・　全て　　

コンクリート工事（・左官・型枠施工）

鉄骨工事（・とび）

防水工事（・防水施工）

石工事（・石材施工）

タイル工事（・タイル張り）

木工事（・建築大工）

作業の種別

ブロック・ALCパネル工事・PCｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

（・ブロック建築・ALCパネル施工・ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工）

金属工事（・内装仕上げ施工（鋼製下地））

左官工事（・左官）

建具工事（・サッシ施工・ガラス施工）

塗装工事（・塗装）

内装工事

屋根及びとい工事

（・建築板金　・スレート施工　・かわらぶき）

鉄筋工事（・　鉄筋施工）

技能検定の職種

８ (1.5.2)

適 用 基 準 等

化学物質の濃度測定 ※室内空気中の化学物質については、「学校環境衛生の基準」に基づく濃度以

ホルムアルデヒド：0.08 ppm   エチルベンゼン：0.88 ppm

トルエン：0.07 ppm   キシレン：0.20 ppm

スチレン：0.05 ppm   パラジクロロベンゼン：0.04 ppm

測定対象室

測定箇所数

　下にすること。

　環境測定の判定指針値は次による。（室温２５℃に換算すること。）

９

(1.5.9)

・竣工引渡前に室内空気中化学物質濃度の測定検査を行う。

　区分 　　分類・規格 　　撮影枚数 　部数

　　　同上

・０  ・６  ・９

・カラーキャビネ判

・カラースライド ・０  ・10  ・20

・カラーパネル半切 ・０  ・１  ・２

・ﾓﾉｸﾛｰﾑキャビネ判 ・１

・カラーサービス判

 　　同上

 監督員指示による

・作業基準による ・作成基準による※着工前

※工事中

※完成時

　本工事に使用する材料については、標準仕様書1.3.11(b)に準じて、JIS Z 7253に

(1.7.1)(1.7.3)・完成図（施工図、施工計画書を除く）

・施工図、施工計画書

・保全に関する資料（提出部数　１部　・　　部）・　

完 成 図

完成時の提出図書

(1.7.2)(表1.7.1)

・完成図ＣＡＤデータ（ＣＤ－Ｒ等）

完成図の作成方法、原図のサイズ

　※請負者に於いて設計図に基づき全ての図面を完成図として作成（設計図第

　　２原図訂正可）し、糊張製本図面　２部提出する。

　※完成図は、原則として黒文字製本とし、表紙の書き方は現場監督員の指示

　　とする。

工事写真・完成写真

施工範囲

　・図示した貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

　・駆動装置が電動による建具類の２次配線及び操作スイッチ

　・自動閉鎖装置取付の箇所の切り込み及び補強

　・図示した壁、天井仕上材、下地材の切り込み及び下地材の補強

　・　

施工図

・図示　・　

設備工事との取合い

　設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して監督員の承諾を

受ける。

設 計 Ｇ Ｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　検体

　・監督員の承諾する撮影業者。

・完成写真撮影業者（完成写真撮影場所は監督員の指示による）

・完成写真として、全紙パネルを　　部提出する。

　　　（ただし、上記写真は、アルバム製本とする。）

　・標準仕様書表1.7.1による　

環境への配慮

ｂ.接着剤等不使用

ｃ.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

ｄ.ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ｅ.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

ｆ.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ホルムアルデヒドの放散量が「規制対象外」に該当する材料とは以下のものとする。

ａ.非ホルムアルデヒド系接着剤使用

ホルムアルデヒドの放散量が「第三種」に該当する材料とは以下のものとする。

 １）JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

 ３）下記表示のあるJAS規格品

 １）JIS及びJASのF☆☆☆規格品

 ３）旧JISのEo規格品

 ４）旧JASのFco規格品

アスベスト含有建材

(1.4.1)

・工事写真、各種承諾図、保証書等　

※工事写真 奈良県県土マネジメント部監修 工事写真の撮影マニュアルによる。
(1.2.4)

 ２）建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

 ２）建築基準法施行第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

17

10 ・行う中間技術検査

・基礎・地中梁配筋完了時

・鉄骨建方完了時

・中間階床版配筋完了時

・屋上床版配筋完了時

・天井下地工事完了時

・その他見え隠れとなる重要部分の工事完了時

・行わない

(1.6.2)

　 備考

11

12

13

14

15

16

１ 内部足場足場その他

　※きゃたつ、足場板等　・　

外部足場

[2.2.1]

[2.2.1]

材料、撤去材等の運搬方法

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

・既存建物内の一部を使用する

防護シートによる養生　　・養生シート（防炎1類）

備品等

３ (2.3.1)

・設ける

　　　　　　　規模　・10㎡程度　・20㎡程度　・30㎡程度　・　　　㎡程度

２

仕上の程度

　　　　　　　　　　　　　　仕　　　　　様

　・合板張り又は石膏ボード張り＋塗装　・ 

　・合板張り又はビニル床シート張り　　・ 

　・　

　・塗装溶融亜鉛メッキ鋼板塗り又は鉄板張り＋塗装

(2.3.1)監督職員事務所

監督職員事務所の

[2.2.1]

※足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン」について」

により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、

中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業

据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり

・構内に新設する

位置

 部　　　位

 　　床

 内壁・天井

 屋　　　根

　　受け入れ場所

　　仮置場所

１ 埋戻し及び盛土

２ 建設発生土の処理

３ 山留めの存置 ※　図示（図面番号　　　　　）

(3.2.5)

(3.3.3)

(3.2.3)(表3.2.1)種別　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

※構外搬出適切処理

・構内指示場所に敷き均し

・構内指示場所にたい積

・構外指定場所に処分（搬出調書等を提出する）

　　受け入れ施設名

材料１

種類、性能 ・　

（　　　　　　　　　　　　　　）

曲げ強度による

区分

長さ

断面寸法

・開放形　・閉そく平たん形　・半開放形　・閉そく凹形

継手の箇所数

杭先端部の形状

寸法

杭の継手の工法

杭頭の切断方法 ・行わない　・ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰ方式　・外圧方式

(4.3.3)(4.3.4)(4.3.5)

・アーク溶接継手　・無溶接継手

・　

工法

・打込み工法

設計支持力　　（　　　　　　　　　　　　）

掘削深さ及び径(プレボーリングと打撃を併用する場合）

試験杭

推定支持力の算定方法　　（　　　　　　　　　　　　    　　　）

杭の支持地盤への根入れ深さ　　・1.0ｍ以上　　・　

杭の水平方向の位置ずれの精度　　・100mm以下　　・　　

杭の水平方向の位置ずれの精度　　・100mm以下　　・　　

・セメントミルク工法

アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　　・1.5ｍ程度　　・　

・特定埋込杭工法

　による（打ち込み工法の場合）

※高力ボルト継手

（　　　　　　　　　　　　　　）

・SHK400　・SHK490M

材料

種類の記号

・鋼管ぐい ・H型 鋼ぐい

２ 鋼杭地業

寸法 ※図示(図面番号　　　　) ※図示(図面番号　　　　)

先端部形状

先端部補強

※開放形（打込み工法の場合）

継手の工法 ※現場溶接

※標準仕様書図4.4.1及び表4.4.2

・SKK400　・SKK490

(4.4.2)(4.4.5)(表4.4.1)(表4.4.2)

・杭頭の処理方法　　（　　　　　　　　　　） (4.4.6)

工法

・打込み工法

(4.4.3)(4.4.4)

設計支持力　　（　　　　　　　　　　　　）

掘削深さ及び径(プレボーリングと打撃を併用する場合）

　　　　　　　　　　　　・朝顔養生　・防音シート　・　

　種類　※施工箇所面に枠組足場を設ける。

　　　　・施工箇所面にくさび緊結式足場を設ける。

　　　　・施工箇所面に単管本足場を設ける。

　　　　・仮設ゴンドラを使用する。

　　　　・移動式足場を使用する。

[2.2.1][表2.2.1]

※設ける（種類及び数量は、監督職員の指示による）　・設けない

(4.3.2)(4.3.6)(4.3.7)

杭の水平方向の位置ずれの精度　　・100mm以下　　・　　

支持地盤　　※図示(図面番号　　　　　　　）

支持地盤　　※図示(図面番号　　　　　　　）

試験杭

推定支持力の算定方法　　（　　　　　　　　　　　　    　　　）

杭の水平方向の位置ずれの精度　　・100mm以下　　・　　

（厚生労働省　平成21年4月）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」

１

既製コンクリート

杭地業

柱状地盤改良工事　　　六価クロム溶出試験対象工種名及び検体数

　　　　　　工　　法　：　配合設計段階　　検体、施工後段階　　検体

　　　タンクリーチング試験対象工種名及び検体数

　　　　　　工　　法　：　　検体

　　　　　　工　　法　：　　検体

　　本工事は「六価クロム溶出試験(及びタンクリーチング試験)」の対象工事

　であり、下記に示す工種についての六価クロム溶出試験(及びタンクリーチン

　グ試験)を実施し、試験結果(計量証明書)を提出する。

　　なお、試験方法は、セメント及びセメント系固化剤を使用した改良土等の

　六価クロム溶出試験要領による。

　　　　　　工　　法　：　配合設計段階　　検体、施工後段階　　検体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　検体

※六価クロム溶出試験(及びタンクリーチング試験）

・県土マネジメント部建築工事監督及び検査必携　　　奈良県県土マネジメント部

・建築及び設備工事監督･検査事務処理様式集　　　　 奈良県県土マネジメント部

特別な材料の工法７

　　関係法令に従い構外排出適切処理とし、産業廃棄物管理票（マニフェスト）

　を提出する。

　　なお、県内の最終処分場に搬入することとなる場合は、奈良県産業廃棄物税

　相当額を支払うこと。

(1.3.3)

(1.3.5)

※産業廃棄物の処理

※適用する

※現場説明書による　　　・　　　

房官庁庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価

　なお、「評価名簿による」と特記されたものについては、国土交通省大臣官

る場合は、監督員の承諾を受ける。

図書に規定するもの又はこれらと同等のものとする。但し、同等のものとす

名簿（最新版）」による。

※ホルムアルデヒド放散等級Ｆ☆☆☆☆の規格に適合するものを使用する。

※ＶＯＣ発生量の少ないものを使用する。

※アセトアルデヒド及びスチレンが発散しないか、発散が少ないものを使用する。

※トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ないものを使用する。

　標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定する

工法とする。

４ 電気保安技術者

施 工 条 件５

６ 建 築 材 料 等 　本工事に使用する材料等のうち、特定のものが特記された場合には、設計

※適用する工事実績情報の登録２

発生材の処理等３

（建設副産物対策近畿地方連絡協議会）

※再生資源利用［促進］計画(実施)書を提出する。

　・コンクリート塊　　・アスファルトコンクリート塊　　・建設発生木材

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・再生資源化を図るもの（県内処理）

・再生資源化を図るもの

　・金属類　　・硬質塩化ビニル管類　・　　

・現場において再利用を図るもの

・特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　）

　　処理方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　）

(1.1.4)

(1.3.11)

・県内処分場にて処理する。（安定５品目）　　半径（　　　）km.以内

・建築工事標準詳細図　　　　 　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(平成28年版)

・建築工事監理指針(上･下)　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(令和元年版)

・建築改修工事監理指針(上･下)　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修(令和元年版)

１．工事場所

　　　○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　また、＜　＞内表示番号は、標準仕様書　各部配筋参考図の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（３）特記事項に記載の（　）内表示記号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　○印と※印の付いた場合は、共に適用する。

（４）特記事項に記載の［　］内表示記号は、公共建築改修工事標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

２．特記仕様

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、○印の付いたものを適用する。

１．共通仕様

　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成31年版」（以下「標準仕様書」という。）による。

　ただし、標準仕様書に規定されている項目以外は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）平成31年版」（以下「改修標準仕様書」という。）及び

　「建築物解体工事共通仕様書・同解説（平成31年版）」（以下「解体共通仕様書」という。）による。

※本特記仕様書及び上記標準仕様書等に該当する部分が無い場合においては、日本建築学会標準仕様書(JASS)

　に準拠するものとする。

特記仕様書

２．建物概要

３．工事種目

・特定埋込杭工法

３ 場所打ち

コンクリート杭地業

杭の水平方向の位置ずれの精度　　・100㎜以下　　・　

掘削工法

　・リバース工法

　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法(　　　　　　　　　　　　　　）

　・拡底杭工法（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

支持地盤　　※図示(図面番号　　　　）

孔壁確認　　※超音波測定器　　・目視 (4.5.4)(4.5.5)

　・オールケーシング工法（　　　　　　　　　　　　　　　　）

(4.5.4)(4.5.5)

　・アースドリル工法

材　料

防湿層の材料及び施工範囲

　施工範囲

　　（ピット下は除く）　　重ね幅　縦横共250㎜以上

　　厚さ　0.15mm×2枚

※ポリエチレンフィルム 　※図示(図面番号　　　　）

　・建物内土間床板及び土間コンクリート下地

８ 床下防湿層

９ 地盤改良工事

　(4.6.5)

※平板載荷試験

杭及び地盤の

載荷試験 載荷試験 位置 載荷荷重

・鉛直載荷試験 ※図示

(図面番号　　　）・水平載荷試験

・杭

・地盤

　試験方法等は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「敷地調査共通仕様書」による。

砂利地業及び砂地業６ 砂利地業に使用する砂利

砂利及び砂地業の厚さ(mm)　　※60　・　

　※再生クラッシャーラン　　・切込み砂利又は切込み砕石

７ 厚さ(mm)　　※50　・　 (4.6.4)

試験杭（試験堀）４ (4.2.2)

杭の種類　　・本杭に同じ

杭の寸法　　長さ　　

　　　　　　断面寸法　　・本杭に同じ

位置及び本数　・　　　　　　・図示（試験堀）

規格

・JIS　G　３１１２

種別

・SR235

・SR295

・SD295B

・SD390

※SD295A

※SD345

・建築基準法第37条の規定

　に基づき認定を受けた鉄筋

※D10　　･D13　　･D16

※D19　･D22　･D25　･D29　･D32

呼び径

(4.5.3)(5.2.1)

　　鉄筋かごの補強　　※標仕4.5.3(a)(2)(ⅲ)による

　　かぶり厚さ(㎜)　　・　

　　帯筋　　・　

　　セメントの種類　　※高炉セメントB種　　・　

　　設計基準強度　　・　

　　種別　　・A種　・B種

(4.5.3)

(4.5.3)

　コンクリート

(4.5.1)(4.5.4)(4.5.5)

(4.5.3)(6.3.1)(表6.3.1)

(4.2.3)(4.2.4)

材料

　鉄筋

(4.5.3)

(4.5.3)

(4.5.3)

(4.5.3)(表4.5.1)

(4.5.4)(4.5.5)

(4.6.2)

(4.6.3)

※図示 ※図示

(図面番号　　　） (図面番号　　　）

杭の水平方向の位置ずれの精度　　・100mm以下　　・　　

支持地盤　　※図示(図面番号　　　　　　　）

・回転杭工法（㈱三誠 ジーエクスパイル工法 同等品）

５

Ｃ種の場合(建設発生土受入量　　　　　ｍ3　発生場所　　　　　　　　　　）

・セメント系固化材　100㎏/m3混入　　・　図示（図面番号　　　　）

　　構造体強度補正値(Ｎ/㎜2)　　※　3　　・　　

・　全て　　植裁工事（・造園）

（・内装仕上げ施工（床、天井仕上げ等）・表装） よる安全データシート(SDS)等により確認を行い、アスベスト含有建材を使用しない。



特記仕様書-２

意匠
A-03

完成図

図名

名称 縮尺 Ｎｏ．
国宝金峯山寺二王門素屋根建設工事

本完成図は、完成建物の基本情報を記載したものです。工事に際して作成された施工図等の詳細情報と合わせてご利用ください。
施

　

工

奥村･松塚特定建設工事共同企業体

・6・100×100

・　１８

章 (6.3.1)

網目の形状寸法

２ 溶接金網 (5.2.2)

部位

柱，梁の主筋

接合方法

(5.3.4)

・ガス圧接　　・重ね継手

鉄線の径(㎜)

径(㎜)

３ 鉄筋の継手及び定着 継手

・機械式　　　・溶接

10　壁及びその他の配筋

９　梁の配筋

８　柱の配筋

  基礎梁の配筋

７ 基礎及び

５ ｶﾞｽ圧接完了後の試験

　・各部配筋参考図表4.1による

　・各部配筋参考図3.5による　　・図示

　・各部配筋参考図3.4による　　・図示

　・各部配筋参考図3.3による

　・各部配筋参考図3.2による

　・各部配筋参考図3.1による

　・各部配筋参考図2.3による

　・各部配筋参考図2.2による

　・各部配筋参考図1.4による　　・図示

　・各部配筋参考図1.3による　　・図示

　・各部配筋参考図1.2による　　・図示

　・各部配筋参考図1.1による

(5.5.2)(5.5.3)

継手の工法（　　　　　）、品質の確認方法（　　　　　）、修正方法（　　　）

※機械式継手種類（・　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　「鉄筋の継手の構造方法を定める件」建設省告示第1463号

(5.4.9)※超音波探傷試験　・引張試験

　　　基礎の底面のGL面からの深さ及び基礎ｽﾗﾌﾞの厚さ(㎜)（　　　　　　　　　）

　　　鉄筋の間隔(㎜)又は本数（　　　　　　　　　　）

<4.1><表4.1><表4.2>

<3.5><図3.13><図3.14>

<3.4><図3.11><図3.12>

<3.3><図3.10>

<3.2><図3.5～3.9>

<3.1><図3.1～3.4>

<2.3><図2.4>

<2.2><図2.2><図2.3>

<2.1><図2.1>

<1.4><図1.8>

<1.3><図1.4～1.7>

<1.2><図1.3>

片持梁主筋の継手，定着及び余長

　　　ハンチのある場合のハンチ部分の傾斜（　　　　　　　　　）

　・各部配筋参考図2.1による

基礎梁主筋の継手，定着及び余長

基礎接合部の補強配筋

<1.1><図1.1><図1.2>

　　　配筋の種別（　　　　　　　　　）

壁の基準配筋

小梁主筋の継手，定着及び余長

　・図示

　　　軸方向の補強筋本数（　　　　　　　　　）

　　　打増し幅（　　　　　　　　　）

梁の打増し補強

　・図示

　　　あばら筋組立の形（　　　　　　　　　　）

あばら筋（小梁,片持ち梁,基礎梁含む）の組立の形及び割付け等

　・図示

　　　はかま筋の有無　　・有　　・無　

　　　基礎の形状（　　　　　　　　　　）

　　　かぶり厚さ（　　　　　　　　　）

　　　帯筋の間隔(mm)（　　　　　　　　　）

　　　打増し幅

　　　軸方向の補強筋本数

大梁主筋の継手，定着及び余長

　・図示

　・図示

柱の打増し補強

帯筋組立の形及び割付け

柱主筋の継手，定着及び余長

基礎梁のあばら筋

　・図示

直接基礎の配筋

　・図示

　　　帯筋組立の形（　　　　　　　　　）

４ 鉄筋のかぶり厚さ

・特殊な鉄筋継手のあき寸法(㎜)　（　　　　　　　　　）

標準仕様書表5.3.6の値に加える数字(㎜)

(5.3.5)(表5.3.6)※かぶり厚さは目地底から算定する。

・20

施工箇所等

に接する打放し面

柱，梁，壁及び庇などの外気

・耐久上不利な箇所の鉄筋のかぶり厚さは下記による。

その他 ・重ね継手

主筋及び耐力壁が重ね継手の場合の継手長さ

　※標準仕様書5.3.4(c)(1)による　　・　　

(5.3.4)

定着長さ

(5.3.4)

　※標準仕様書5.3.4(d)による

　・先組み工法等で同一箇所に設ける

　※標準仕様書5.3.4(e)(1)による　　・　

(5.3.4)隣り合う継手の位置

種類

・砂利及び砂

・砕石

・銅スラグ細骨材

・砕砂

・ﾌｪﾛﾆｯｹﾙｽﾗｸﾞ細骨材

アルカリシリカ反応性による区分

※A　　　・B

※A　　　・B

※A　　　・B

※A　　　・B

※A　　　・B

※A　　　・B・電気炉酸化スラグ骨材

種類及び品質

混和材料の種類

　・混和材

(6.3.1)

※A　　　・B・再生骨材Ｈ

　・混和剤

　　※標準仕様書6.3.1(d)(i)による

　　・　

　　※標準仕様書6.3.1(d)(ii)による

　　・　

５ 骨材

６ 混和材料

混和材料の使用量 (6.3.2)

構造体強度補正値(S)

打継ぎ目地の寸法

ひび割れ誘発目地

　位置　※図示(図面番号　　　　)

(6.6.3)

　・標準仕様書9.7.3(a)(1)による　　・　

　形状及び寸法　・標準仕様書9.7.3(a)(1)による　　・　

(6.8.2)

(6.12.2)

ひび割れ誘発目地

12 打継ぎ目地及び

13 暑中コンクリート

適用箇所

・　

・　

※15又は18

スランプ(㎝)

適用箇所　　・図示（図面番号　　　　）

※18

(6.14.1)

(6.15.1)

※標仕6.14.1(e)(1)～(5)

10 無筋コンクリート

11 流動化コンクリート

　※標準仕様書6.3.2(2)による

適用箇所

(6.2.1)

(6.11.1)

スランプ

・1種

・2種

種類

※1.4～1.8　　・　

※1.8～2.1　　・　 ※21

(6.10.1)(6.10.2)(表6.10.1)

寒中コンクリートの適用期間　　

　・中庸熱ポルトランドセメント

　・低熱ポルトランドセメント

　・フライアッシュセメントB種

(6.13.2)

　・高炉セメントB種

混和剤 (6.13.2)

(6.13.1)

　・普通ポルトランドセメント

適用箇所　　・図示(図面番号　　　　)

セメントの種類

　※AE減水剤又は高性能AE減水剤(JIS A 6204)

(6.13.2)スランプ(cm )

　※15　　・　

適用箇所　　・図示(図面番号　　　　)

７ 軽量コンクリート

８ 寒中コンクリート

９ マスコンクリート

錆止め塗料の種別

SRC造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内面

　　※行わない　・行う（塗料の種別及び適用箇所　　　　　）

耐火被覆材の接着する面の塗装

　　※標準仕様書表18.3.1のＡ種　　・　　

(7.8.3)(表18.3.1)

(7.8.3)

20 錆止め塗料

(7.9.2)

　※図示（図面番号　　　　）

21 耐火被覆 耐火被覆の種別、性能及び適用範囲

５ 普通ボルト

(7.2.3)

　※図示（図面番号　　　　）

普通ボルトの径

ボルト及びナットの材料

　※標準仕様書表7.2.3による

(7.2.3)(表7.2.3)

ボルトの種類

胴の材料　　※割枠式　・　

　※羽子板ボルト　　・　

・天井クレーン走行用等に使用するレール等

　　形状及び寸法等　　※図示（図面番号　　　　）

ねじの呼び　　※図示（図面番号　　　　）

(7.2.6)

(7.2.6)

(7.2.8)(表7.2.5)

８ ターンバックル

・デッキプレート単独の構法

・デッキプレートとコンクリートとの合成スラブとする構法

・　

10 レール

11 柱底均しモルタル モルタルの種類

　・無収縮モルタル

　　無収縮モルタルの材料、調合等

　・標準仕様書7.2.9(a)によるモルタル

　 処理

14 摩擦面の性能及び

13 仮組

12 工作図 高力ボルト、普通ボルト及びアンカーボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

(7.4.2)

(7.3.10)

高力ボルト接合における摩擦面のすべり係数試験　　・実施する

　　※監督職員が承諾する方法　　・ 

　試験の方法

　　・溶融亜鉛めっき高力ボルト接合の摩擦面　　・ 

　試験の実施範囲

※実施する(部位:　　　　　　)

　・　

　※国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築鉄骨設計基準」による

　・　

(7.2.9)

(7.2.7)９ デッキプレートの

材質、形状及び寸法

　　　・標準仕様書7.2.9(b)1～4による　　　・　

建方用アンカーボルトの種類(材質はJIS G 3101)

アンカーボルト及びナットのねじの種類の規格等

(7.2.4)

(7.2.4)

(7.2.4)(表7.2.3)

構造用アンカーボルトの種類(材質はJIS G 3138)

　・　

　・　

　※標準仕様書表7.2.3による　　　・ 

※標準仕様書7.2.5(a)又は(b)による　・図示(図面番号　　　　)　・　 (7.2.5)７ 溶接材料

(7.2.6)

　※図示(図面番号　　　　)　・　

　※図示(図面番号　　　　)　・　

(7.3.2)

６ アンカーボルト

17 溶接施工

15 技量付加試験

(7.6.7)

(7.6.4)

・見え隠れ部分又は配筋上支障となる部分

適用箇所

エンドタブの切除

標準仕様書7.6.7(a)(6)(ⅱ)②による

標準仕様書7.6.7(a)(6)(ⅱ)①による

仕上げ等

・見え掛り部分

(7.6.7)

　※国土交通省大臣官房官庁営繕部「建築鉄骨設計基準」による

完全溶込み溶接のスカラップの形状

(7.6.7)

　　　平均出検品質限界(AOQL)　　※4.0%　　・2.5%

・完全溶込み溶接の超音波探傷試験

　　　平均出検品質限界(AOQL)　　※4.0%　　・2.5%

　　　検査水準　　※第6水準　　・　

　　工場溶接の場合

　　工事現場溶接の場合

18 溶接部の試験 (7.6.11)(表7.6.2～7.6.4)

低応力高サイクル疲労を受ける部位　※図示(図面番号　　　　)　・　

デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合の工法

　・デッキプレートを鉄骨部材に密着させ、焼抜き栓溶接

　・　

(7.7.8)19 デッキプレート

　 の溶接

　　　壁の厚さ（　　　　　　　　　）

　・図示

壁の交差部及び端部の配筋

壁の開口部補強

　　　・A形　　・B形

　・図示

壁の打増し補強

　　　縦筋及び横筋の間隔（　　　　　　　　　　）

　　　打増し幅（　　　　　　　　　　）

　・図示

パラペットの配筋

　・図示

スラブの基準配筋

　　　配筋種別（　　　　　　　　　　）

　・図示

スラブ筋の定着及び受け筋

片持ちスラブの基準配筋

　　　配筋種別（　　　　　　　　　　）

　・図示

片持ちスラブの先端に壁が付く場合の配筋

スラブ開口部補強

出隅部及び入隅部の補強配筋

　　　配筋種別（　　　　　　　　　　）

スラブの打継ぎ補強配筋等

片持ちスラブ形階段の基準配筋

　　　配筋種別（　　　　　　　　　　）

　・図示

　・図示

二辺固定スラブ形基準配筋

　　　配筋種別（　　　　　　　　　　）

　・図示

梁貫通孔の配筋

梁貫通孔の補強形式

　　　配筋種別（　　　　　　　　　　）

　・図示

コンクリートブロック帳壁との取合い

　　　縦筋及び横筋の間隔（　　　　　　　　　　）

段差のあるスラブの補強配筋

<4.3><図4.2>

<4.4><表4.3><表4.4><図4.3>

<4.5><図4.4>

<4.6><図4.5>

<5.1><表5.1><図5.1>

<5.2><図5.2><図5.3>

<5.4><図5.6>

<5.5><図5.7>

<5.6><図5.8><図5.9>

<5.7><図5.10><図5.11>

<5.8><図5.12>

<6.1><表6.1><図6.1>

<6.2><表6.2><図6.2><図6.3>

<7.1><図7.1><図7.2>

<7.3><図7.3><図7.4>

<7.2><表7.1～7.3>

　　　スラブ厚さ(㎜)（　　　　　　　　　　）

　　　スラブ厚さ(㎜)（　　　　　　　　　　）

　　　鉄筋の間隔(㎜)又は本数（　　　　　　　　　　）

　　　スラブ厚さ(㎜)（　　　　　　　　　　）

　　　スラブ厚さ(㎜)（　　　　　　　　　　）

　　　スラブ厚さ(㎜)（　　　　　　　　　　）

　　　コンクリートの厚さ(㎜)（　　　　　　　　　　）

壁の継手及び定着

　・各部配筋参考図4.2による

　　　壁筋の間隔（　　　　　　　　　）

　・図示

<4.2><図4.1>

　・各部配筋参考図4.3による　　・図示

　・各部配筋参考図4.5による

　・各部配筋参考図4.4による

　・各部配筋参考図4.6による

　・各部配筋参考図5.1による

　・各部配筋参考図5.3による

　・各部配筋参考図5.2による　　・図示

　・各部配筋参考図5.4による　　・図示

　・各部配筋参考図5.5による　　・図示

　・各部配筋参考図5.6による

　・各部配筋参考図5.7による　　・図示

　・各部配筋参考図5.8による　　・図示

　・各部配筋参考図6.1による

　・各部配筋参考図6.2による

　・各部配筋参考図7.1による　　・図示

　・各部配筋参考図7.3による　　・図示

　・各部配筋参考図7.2による

<5.3><表5.2><図5.4><図5.5>

11　スラブの配筋

12　階段の配筋

13　梁貫通孔及び

　　　その他の配筋

・JIS　G　3112 　・SR235

　種別

　・SR295

　※SD295A

(5.2.1)(表5.2.1)

　呼び径

・D10　・D13　・D16

　・SD295B

　規格

　※SD345 ・D19　・D22　・D25

・D29　・D32

　・SD390

・建築基準法第37条規定に基づ

き認定を受けたせん断補強筋

１ 鉄筋

　適用範囲

　躯体

　土間ｺﾝｸﾘｰﾄ・捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

　適用範囲

・軽量コンクリート

コンクリートの類別

２ レディーミクスト ※Ⅰ類　・Ⅱ類

・　１８

・　２１

・　１８

(6.2.1)(6.2.2)

(6.2.1)(表6.2.1)

及び強度

※15又は18　　・　

※18　　・　

※15　　・　外構雑工作物

打込み箇所

柱、梁、スラブ、壁

荷卸し地点におけるスランプ値

基礎、基礎梁、土間スラブ

　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのA種

セメントの種類

　・高炉セメントB種

スランプ(㎝)

(6.2.4)(表6.2.2)

(6.3.1)(表6.3.1)

　・フライアッシュセメントB種

　・普通エコセメント

３ スランプ

４ セメント

・普通コンクリート (6.2.1)(6.2.2)１ コンクリートの種類

６ 機械式継手及び

溶接継手

・ 構造図による。　

打放し

上記以外

 A種

 B種、C種

種別

※合板せき板

 せき板の規格

 ※１２　　・　

 ※１２　　・　

 ※１２　　・　

・断熱材を兼用した型枠材

・MCR工法用シート

　　※使用する　　適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　）

　　※使用する　　適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　）

※スリーブ(配管用等)の材種及び規格等

 厚さ(㎜)

　※標準仕様書6.8.3(i)(2)(ⅰ)～(ⅳ)による

(6.8.3)(表6.8.1)

(6.8.3)

(6.8.3)

 ※標準仕様書6.8.3(b)(2)　　・　

 ※標準仕様書6.8.3(b)(2)　　・　

 ※標準仕様書6.8.3(b)(1)　　・　

(6.8.3)15 せき板の材料

外部に面するコンクリートの打放し仕上げ(仕上塗材、塗装等の仕上げを行う場合を

　・20　　・　

含む)の打増し厚さ(㎜) (6.8.2)

14 打放し仕上げの種別 (6.2.5)(表6.2.4)打放し仕上げの種別　　・A種(打放し仕上げ、塗装仕上げ)

　　　　　　　　　　　・B種(上記以外の見え掛かりとなる部分)

　　　　　　　　　　　・C種(基礎部等見え掛かりとならない部分)

・行う（　　　　　　　　　　　　　　　　） (7.6.3)

16 材料準備

　・　

開先の形状等

０．仮設トラス材

　※図示（図面番号　　　）　　　

　※適用する

施工管理技術者の適用

・トルシア形高力ボルト(建築基準法に基づき認定を受けたもの)(S10T)

・JIS形高力ボルト(JIS B 1186)(F10T)

・溶融亜鉛めっき高力ボルト(建築基準法に基づき認定を受けたもの)(F8T相当)

高力ボルトの径

　　※図示（図面番号　　　　）

４ 高力ボルト

３ 鋼材

２ 施工管理技術者

鋼材の材質、形状、寸法及び使用箇所　

高力ボルトの種類

(7.1.3)

(7.2.1)(表7.2.1)

(7.2.2)

(7.2.2)

　　・Mグレード以上　・Rグレード以上　・Jグレード以上)

　・指定性能評価機関による認定を受けた工場（・Sグレード　・Hグレード以上　

(7.1.3)１ 鉄骨製作工場 鉄骨製作工場の加工能力

　　(附属部材含む)

・　２１

・メーカー仕様による(深田鉄工 パーフェクトビーム同等品)

設計基準強度(N/mm2)

所要気乾単位容積質量(t/m3)

　設計基準強度Fc(Ｎ/㎜2)

　設計基準強度Fc(Ｎ/㎜2)

　※6N/㎜2　　・　

　ｽﾛｰﾌﾟ擁壁・　２１
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奥村･松塚特定建設工事共同企業体

章

アンカーボルト　・建方用　　・構造用

構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状及び寸法

　（　　　　　　　　　　　　）

柱底均しモルタルの工法　※A種　　・B種

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法　・A種　　・B種　　・C種

柱底均しモルタルの厚さ(㎜)　（　　　　　　　　　　　）

(7.10.3)(表7.10.1)(表7.10.2)22 アンカーボルト等の

　設置

(7.11.2)

鉄鋼の溶融亜鉛めっきの適用

 種別 規格

 ・A種

 ・B種

 ・C種

ボルトの接合の方法　　・　23 軽量形鋼構造

24 溶融亜鉛めっき

溶融亜鉛メッキ高力ボルトを使用する場合の摩擦面の処理 (7.12.4)

　・ブラスト処理

　・ブラスト処理以外の特別な処理方法(　　　　)

　　すべり耐力等の確認方法　・図示(図面番号　　　　)　・　

１ 補強コンクリート

　 ブロック

(8.2.2)(8.3.1)

正味厚さ(㎜)ブロックの種類

※空洞ブロック 16

・型枠用ブロック 20

(表8.3.1)以外の

適用箇所

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法(㎜)

高さ長さ

(8.2.5)

２ ブロックの種類

　※標準仕様書表8.3.1による　　・　

　※図示（図面番号　　　　　　　　）

各部の配筋

(8.3.2)(表8.3.1)

(8.3.2)(表8.3.1)

化粧有りブロックの適用(塀の場合)

　※21　　・　

(8.2.4)

パネル

・床

パネル

・   

・100

・   

有(　)時間
平 ・Ｆ種

耐火目地材　　・充填する

出隅入隅部及び他部材との取合い部の目地幅(㎜)　　・20　　・　

外壁、屋根パネルの工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　　※適用する(建築基準法に基づき定まる風圧力の(・1 ・1.15 ・1.3)倍の

　　風圧力に対応した工法)

　　・適用しない

施工場所 表面形状

・外壁パネル ・フラットパネル

・デザインパネル(図示)

　・A種

　・B種

　・35　・50　・60

　・75　・100　・　

　・50　・60

厚さ(㎜)

４ 押出成形セメント板 種類

(8.4.3)(8.4.5)

(8.4.3～5)

(8.4.3～5)

(8.5.2～4)(表8.5.1)(表8.5.2)

区分

・外壁

パネル

・間仕切

壁パネル

・屋根

(㎜)

・100

・   

・100

・100

・   

(㎜)

・有(1)時間

・無

有(1)時間

有(0.5)時間

・平

・意匠

・意匠

・平

・Ａ種　・Ｂ種

・Ｃ種　・Ｄ種

・Ｅ種

(Ｎ／㎡ )

各部の配筋 (8.3.3)

　※図示（図面番号　　　　　　　）　　　・　

３ ALCパネル

単位荷重パネルの 厚さ 長さ
耐火性能 表面加工 構法の種別

　・適用する　　・適用しない　

(8.4.2～5)(表8.4.2～4)

　（図面番号　　　　）

・タイルベースパネル

・間仕切壁 ・フラットパネル

　（図面番号　　　　）　パネル

･デザインパネル(図示)

　・B種

　・C種

　・35　・50　・60

　・50　・60

　・　

　・60　・　

　・　

パネルに開口を

設ける場合

パネルを切り

欠く場合

短辺

長辺

短辺

長辺

切断後のパネルの残り部分の幅開口の大きさ

・　　 　・図示

・　　 　・図示

・　　 　・図示

・　　 　・図示

・　　 　・図示

・　　 　・図示

・　　 　・図示

・　　 　・図示

　　※適用する(建築基準法に基づき定まる風圧力の(・1 ・1.15 ・1.3)倍の

　　風圧力に対応した工法)

　　・適用しない

　※長辺8以上、短辺15以上　　・　

　※15　　・　

パネル相互の目地幅(㎜)

出隅入隅部伸縮調整目地の目地幅(㎜)

標準仕様書8.5.3(i)以外の目地及び隙間の処理

　※パネル製造所の仕様による　・　

(8.5.3)(8.5.4)

(8.5.3)(8.5.4)

(8.5.3)(8.5.4)

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とする。

ただし、欠損部分を考慮した強度を確認のうえ、施工計画書を提出する。

(8.5.5)

・タイルベースパネル 　・60　・　

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

(8.5.3)外壁パネルの工法

屋根露出防水絶縁断熱工法の防湿層

　・設ける（改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ製造所の仕様による）　・設けない

(9.3.3)

　・有り　　種類　(　　　　)

　　　　　　使用量(　　　　)

・屋根露出防水密着工法

・屋根露出防水絶縁工法

・屋根露出防水絶縁断熱工法

・AS-T3・AS-T4・AS-J1

・AS-T1・AS-T2

・ASI-T1・ASI-J1

改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄの種類及び厚さ

　※(表9.3.1)から(表9.3.3)による　・　

粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ及び部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄの種類及び厚さ

　※(表9.3.1)から(表9.3.3)による　・　

断熱材(屋根露出防水絶縁断熱工法)

　材質　　※JIS A 9521による硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種1号若しくは2号で透湿係数を

　　　　　除く規格に適合するもの又はJIS A 9511によるA種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の

　　　　　保温板2種1号又は2号で透湿係数を除く規格に適合するもの

　厚さ(㎜)　　・25　　・　

屋根露出防水絶縁工法の脱気装置の種類及び設置数量

　※改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ製造所の指定による

　・　

屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

　※改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ製造所の指定による

　・　

(9.3.2)

(9.3.2)

(9.3.2)

(9.3.3)

(9.3.3)

(9.3.3)仕上塗料塗り

下地 施工箇所

・平場

・均しモルタル塗り

・コンクリート打放し仕上げ

・均しモルタル塗り

１ 防水層の下地

２ アスファルト防水

(仕上げの種別　・A種　※B種　・C種)

(9.2.4)(9.3.4)(9.4.4)(9.5.4)

・立上り

防水層の種別 (9.2.3)(表9.2.3～8)

種別

・屋根保護防水密着工法

・屋根保護防水密着断熱工法

・屋根保護防水絶縁工法

・屋根保護防水絶縁断熱工法

・屋根露出防水絶縁工法

施工場所

・ＡＩ-1・ＡＩ-2・ＡＩ-3

・屋内防水密着工法

・屋内露出防水絶縁断熱工法

工法

・Ｂ-1  ・Ｂ-2  ・Ｂ-3

・ＢＩ-1・ＢＩ-2・ＢＩ-3

・Ｄ-1・Ｄ-2・Ｄ-3・Ｄ-4

・Ａ-1　・Ａ-2　・Ａ-3

・ＤＩ-1・ＤＩ-2

・Ｅ-1　・Ｅ-2

改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ

部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ

　※アルミニウム製、L-30×15×2.0程度　　・　

(9.2.2)押さえ金物の材質及び形状寸法(㎜)

　※(表9.2.5)から(表9.2.8)による　　・　

　※(表9.2.3)から(表9.2.8)による　　・　

断熱材(屋根保護防水断熱工法) (9.2.2)

　材質　　※JIS A 9521による押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA(ｽｷﾝ層付き)又は

　　　　　　JIS A 9511によるA種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板3種b(ｽｷﾝあり)

　厚さ(㎜)　　・25　　･50

断熱材(屋根露出防水断熱工法)

　材質　　※JIS A 9521による硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種1号若しくは2号で透湿係数を

　　　　　除く規格に適合するもの又はJIS A 9511によるA種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の

　　　　　保温板2種1号又は2号で透湿係数を除く規格に適合するもの

　厚さ(㎜)　　・25　　・　

　※ルーフィング類製造所の指定による

　　フラットヤーンクロス(70g/㎡程度)(屋根保護防水断熱工法の場合)

絶縁用シートに使用する材料

屋根露出防水絶縁工法の脱気装置の種類及び設置数量

　※ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上(屋根保護防水工法の場合)

(9.2.2)

(9.2.3)

　・　

屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

　※ルーフィング類製造所の指定による

　・　

(9.2.2)

(9.2.2)

(9.2.2)

(9.2.3)

(9.2.3)

・床コンクリート直均し

屋根露出防水絶縁断熱工法の断熱材の張りじまい位置

屋内防水密着工法の保護層 (9.2.3)

(9.2.4)

　※図示(図面番号　　　　)　・　

屋根露出防水工法の場合の、仕上塗料塗り

　・有り　　種類　(　　　　)

　　　　　　使用量(　　　　)

保護層等の施工

　平場の保護コンクリートの厚さ

　立上り部の保護の方法

　　・モルタル押え(屋内等)

　　・コンクリート押え

　・設ける　　種類(　　　　　　　　　　　　　　　)

　　※標準仕様書9.2.5(d)(2)による　・　

　　・乾式保護材

(9.2.5)

　　・　

　　・れんが押え　(れんがの種類　※JIS R 1250による　　・　　　)

　　シート防水

３ 改質アスファルト

種別 施工場所工法

防水層の種別

屋上排水溝

　・図示(図面番号　　　　)　　・　

(9.2.5)

(9.3.3)(表9.3.1～3)

入隅部の増張り

　種別S-F1及びSI-F1の場合のPCｺﾝｸﾘｰﾄ部材の入隅部

　種別S-C1の場合のALCﾊﾟﾈﾙ下地及びPCｺﾝｸﾘｰﾄ部材の入隅部

機械的固定工法の場合の一般部のﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの張付け

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　　※適用する(建築基準法に基づき定まる風圧力の(・1.1・1.15・1.3)倍の風圧力

　　及び積雪荷重に対応した工法)

　　・適用しない

保護層の施工(屋内保護密着工法の場合)

屋内保護密着工法の保護モルタルの厚さ(m m )

　・　

(9.4.3)

(9.4.4)

(9.4.4)

(9.4.4)

(9.4.4)

　・図示(図面番号　　　)　　　・　

　　・図示(図面番号　　　)　　　・　

　　・図示(図面番号　　　)　　　・　

ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ

　※(表9.4.1)から(表9.4.3)による　・　

絶縁用シートの材質 (9.4.2)

　※発泡ポリエチレンシート　　・ルーフィングシート製造所仕様による

固定金具の材質及び寸法形状

　※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板及びそれらの片面又は

　両面に樹脂を積層加工した鋼板

　・　

断熱材の材質及び厚さ

　※標準仕様書9.4.2(c)(3)による　　・　

(9.4.2)

(9.4.2)

(9.4.2)

(9.4.3)仕上塗料塗り

　・有り　　種類　(　　　　)

　　　　　　使用量(　　　　)

防水層の種別４ 合成高分子系

種別 施工場所工法

・S-F1・S-F2

・S-M 1・S-M 2・S-M 3

・S I-M 1・S I-M 2

・S I-F 1・S I-F 2

・合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

防水工法(屋内保護密着工法)

・合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ

防水工法(断熱工法)

・合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ

防水工法

・S-C 1

(9.4.3)(表9.4.1～3)

防水下地がPCｺﾝｸﾘｰﾄ部材下地及びALCﾊﾟﾈﾙ下地で、種別S-C1の場合の目地処理

ゴムアスファルト系(Y-2)の保護層

　　　　　使用量(　　　　)

・有り　　種類　(　　　　)

(9.5.3)(表9.5.2)

ウレタンゴム系塗膜防水の、仕上塗料塗り (9.5.3)

　平場のﾓﾙﾀﾙ塗り

　　床塗りの工法　※標準仕様書15.2.5(b)(2)及び(3)に準ずる　・　

　　下地ﾓﾙﾀﾙ塗り　※標準仕様書15.2.5(c)(1)に準ずる　・　

　平場のコンクリートの厚さ

　　※標準仕様書9.2.5(d)(2)による　・　

　立上り部の保護ﾓﾙﾀﾙ塗厚　※7mm以下 ・　

種別

５ 塗膜防水 防水層の種類

施工箇所

・ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄ系　・Y-1

　　　　　 　　・Y-2

ウレタンゴム系塗膜防水(X-1)の脱気装置の種類及び設置数量 (9.5.3)

　　　　　　 　・X-2

(9.5.3)(表9.5.1)(表9.5.2)

　※主材料製造所の指定による

１ 施工 石の割付

　※標準仕様書10.1.3(a)による　・図示(図面番号　　　)

粗面仕上げの場合ののみ込み部分の仕上げ

床のワックスがけ

　・図示(図面番号　　　)　・　

　・行う(適用箇所　・すべて　・　　　)　　・行わない

２ 天然石

石材の形状及び寸法

　※標準仕様書10.2.1(3)による

施工箇所 種類(産地、名称)品質 表面磨き仕上げの種類

床

上記以外

・1等　※2等

※1等　・2等

(10.2.1)(表10.2.1)(表10.2.2)

(10.2.1)

　・　

(10.1.3)

(10.1.3)

(10.1.5)

接着性試験

　※簡易接着性試験

　・引張接着性試験(部位　　　　　　　　　　　　　　)

箇所

その他の場合

 ※ 5以上　　・ 

 ※10以上　　・　

 ※20以上　　・　

※10以上　　・　

※ 5以上　　・　

※10以上　　・　

シーリング材の目地寸法

　　（但し、カーテンウォール工法を除く）

　・種類　（　　　　　　　　　　）　　施工箇所　（　　　　　　　　　　）

幅(㎜) 深さ(㎜)

(9.7.3)

(9.7.5)

　・設ける　　・設けない

種別

防水層の種別

施工場所工法

・ケイ酸質系塗布防水

室内の水張り試験　　※行う

※工事完了後に監督職員の指示する位置に取り付ける

シーリング材の種類、施工箇所

　※被着体に応じたものとし、標準仕様書表9.7.1を標準とする

(9.6.1)(9.6.3)(表9.6.1)(表9.6.2)

※C -U I・C -U P

６ケイ酸質系塗布防水

７ 漏水試験

８ 施工票

９ シーリング (9.7.2)(表9.7.1)

・　

･300型

･400型

表面仕上げの種類

・片面仕上げ（小口共）^4

・両面仕上げ^2

・粗磨き

・水磨き

・本磨き

・粗磨き

・水磨き

・本磨き

寸法 仕上げ

・花こう岩　・　

種類

・テラゾタイル

・テラゾブロック

３ テラゾ(人工大理石)

※大理石　　※1.5～12

※大理石　　※1.5～12

形状

・平もの

・役もの

・花こう岩　　・　

種石の種類及び大きさ(㎜)

　ファスナー

　　※標準仕様書10.2.2(b)のスライド方式　　・　

４ 取付け金物 外壁湿式工法、内壁空積工法用金物の材質、形状及び寸法

特殊部位用金物の材質、形状等

アンカーの材質、寸法

　湿式工法、空積工法の場合

　乾式工法、特殊部位の場合

　　材質　　※SS400　　・　

　　材質　　※ステンレス(SUS304)　　・　

乾式工法用金物の方式

　化粧吊りボルト

　　材質　　※ステンレス(SUS304)　　・　

　　材質　　※ステンレス(SUS304)　　・　

　　材質　　

　　寸法　　

　　※標準仕様書10.2.2(a)(2)による　　・　

　　※標準仕様書10.2.2(a)による　　・　

その他の取付金物の材質、形状及び寸法

　　※見本又は証明となる資料等を監督職員に提出する。

　　形状　　※Ｍ10化粧ナット付き　　・　

　　形状　　※Ｍ12　　・　

あと施工アンカーの材質、寸法等

　　形状　　※Ｍ10　　・　

　　形状　　※径6㎜×長さ80㎜の加工物　　　・　

 ・　

　　※石材施工業者の指定する製品とし、実績等の資料を監督職員に提出する。

　　※石材施工業者の指定する製品とし、実績等の資料を監督職員に提出する。

裏打ち処理材

　　・　

　　※石材施工業者の指定する製品とし、実績等の資料を監督職員に提出する。

　　※石材施工業者の指定する製品とし、実績等の資料を監督職員に提出する。

　　・　

　　※石材施工業者の指定する製品とし、実績等の資料を監督職員に提出する。

充填材料等(金物の固定に使用)

５ その他の材料

既調合の目地用モルタル

取付け用モルタル

石裏面処理材

　　・　

　　・　

　　・　

　　・　

６ 外壁湿式工法

石裏面処理　　・行う

裏打ち処理　　・行う

下地ごしらえ

一般目地

　シーリング材　　・適用する　　・　

伸縮調整目地

　※流し筋工法　・あと施工アンカー工法　・あと施工アンカー・横筋流し工法

　位置　　※標準仕様書表11.1.1による　　・　

　目地幅(㎜)　　※6以上　　・　

　シーリング材の目地寸法　　※標準仕様書9.7.3(a)(3)による

　受金物

　・スライド方式　　・ロッキング方式

　引金物、だぼ、かすがい及び受金物

　吊金物

　※ステンレス(SUS304)　　・　

石材の厚さ(㎜)

ドレンパイプの材質

　※有効厚さ25以上　　・　

(10.2.1)(表10.2.2)

(10.2.2)

(10.2.2)(表10.2.4)

(10.2.2)

(10.2.2)

(10.2.2)

(10.2.2)

(10.2.3)

(10.2.3)

(10.2.3)

(10.2.3)

(10.2.3)

(10.2.3)

(10.3.2)

(10.3.2)

(10.3.2)

(10.3.3)

(10.3.3)

(10.3.3)

ルーフィングシート

防水

・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系　　・X-1

コンクリートブロック

帳壁及び塀

 ※溶融亜鉛めっき(JIS H 8641)の２種^7

記号又は等級 適用箇所

 ・ＨＤＺ55

 ・ＨＤＺ45

 ・ＨＤＺ35

(7.12.4)(表14.2.2)

　・75　・100　・　

取付け工法種別

標準仕様書表8.2.2以外のコンクリートの設計基準強度(Fc)(N/㎜2)



JIS K 6741 ＶＵ

床材

　200

ガルバリウム鋼板

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 4.0 一般断熱材

　0.6

・88

・重ね葺き

・0.5

・ガルバリウム鋼板 ・ポリカーボネート板

 ・単管

　 波板葺(大波)

章

４ 後張り工法

(11.4.2)(表11.4.1)

内装タイル

タイルの種類 工法

外装タイル

ユニットタイル

内装タイル以外の

　・外装壁タイル接着剤張り

　・改良積上げ張り　　・内装壁タイル接着剤張り

　・密着張り　　　　　・改良積上げ張り

　・改良圧着張り　　　・外装壁タイル接着剤張り

　・マスク張り　　　　・モザイクタイル張り

モルタル塗りのコンクリート素地面の処理

　・ＭＣＲ工法　　・目荒し工法　　・　

接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　　・　

タイル型枠先付け面のせき板の種類

・　

種別 適用タイル

・タイルシート法

・目地桝法

・桟木法

・小口タイル

・二丁掛けタイル

※標準仕様書6.8.3(b)(2)又は

　金属製ﾀｲﾙ先付け用パネル

大形タイル

(11.3.7)

(11.3.7)

５ 型枠先付け工法

　品質の程度は、参考商品名である。

見本焼き　　・行う

試験張り　　・行う (11.2.2)(11.3.2)(11.4.2)

(11.3.2)(表11.3.2)・セメントモルタル張り　・接着剤張り

位置　　※標準仕様書表11.1.1による

　　　　・図示（図面番号　　　　）

(11.1.3)(表11.1.1)

(11.2.2)(11.3.2)(11.4.2)

１ 伸縮調整目地及び

　　ひび割れ誘発目地

タイルの種類

 施工箇所  形状･寸法
(m m )

上薬

施釉

役物 色 耐凍害性 耐滑り性

あり なし 標準 特注 あり なし あり なし

最資

ﾀｲﾙ
源化  品質の程度

無釉

　　　　　　　　　　乾式工法の場合　　　　※8以上　　・　

伸縮調整目地の位置(外壁湿式工法)

　位置　　※標準仕様書表11.1.1による　　・図示

　目地幅(㎜)　　外壁湿式工法の場合　　※6以上　　・　

　シーリング材の目地寸法　　※標準仕様書9.7.3(a)(3)による

(10.7.3)

　目地のシーリング材　　･適用する

12 隔て板 石材の厚さ(㎜)　　※40　　・　 (10.7.4)

　　石張り 取付工法 (10.7.1)

　・外壁湿式工法　・内壁空積工法　・乾式工法

石裏面処理　　・行う　　

裏打ち処理　　・行う

一般目地

伸縮調整目地の位置

　　の石張り 取付工法

石裏面処理　　・行う

一般目地

取付け代(乾式工法の場合)

11 笠木,甲板等

石裏の補強用モルタル(乾式工法の場合)　　･適用する

　※標準仕様書10.5.3(b)による　　・　

石材の厚さ(㎜)　　・　

　目地幅(㎜)　※6以上

　位置　※標準仕様書10.7.2(e)(2)による　　・図示(図面番号　　　　)

　シーリング材の目地寸法　　※標準仕様書9.7.3(a)(3)による

　・外壁湿式工法　・乾式工法

(10.7.3)

(10.7.3)

(10.7.3)

(10.7.3)

(10.7.3)

(10.7.3)

(10.7.2)

(10.7.2)

(10.7.2)

(10.7.2)

石材の厚さ(㎜)

　目地幅(㎜)　　※6以上　　・　

石材の厚さ(㎜)８ 乾式工法

　シーリング材の目地寸法　　※標準仕様書9.6.3(a)(3)による

　・あと施工アンカー工法　　※あと施工アンカー・横筋流し工法

伸縮調整目地

　シーリング材　　・適用する　・　

一般目地

下地ごしらえ

裏打ち処理　　・行う

石裏面処理　　・行う

　※有効厚さ20以上　　・　

７ 内壁空積工法

　位置　　※6ｍ程度ごと　　・図示(図面番号　　　　)

(10.4.2)

(10.4.2)

(10.4.2)

(10.4.3)

(10.4.3)

(10.4.3)

(10.5.2)

(10.1.5)

10 アーチ、上げ裏等の 石材の厚さ(㎜)　　・　 (10.7.2)

ワックス(屋内で本磨きの場合)　　･使用する

　※標準仕様書10.6.2(e)(2)による　　・図示（図面番号　　　　）

　内壁　　※有効厚さ25以上　　

　外壁　　※有効厚さ30以上　　・　

(10.5.2)

(10.5.3)

(10.5.2)

(10.5.2)

目地幅(㎜)　 ※8以上　　・　

　※標準仕様書10.5.2(b)(1)による　　・図示(図面番号　　　)

だぼ用穴の位置

石裏面処理　　・行う

裏打ち処理　　・行う

　・　 　・行う

　・行う

 床

 階段 　・　

　石材の厚さ(㎜)

９ 床及び階段の石張り 材料

　石裏面処理

一般目地

　目地のシーリング材　　･適用する

伸縮調整目地の位置

　目地幅(㎜)　　・　　

(10.6.2)(10.6.3)

(10.6.2)(10.6.3)

(10.6.2)(10.6.3)

・C種

１ 表面仕上げ (12.1.4)(表12.1.1)

・A種

・B種

　表面仕上げの種別 適用箇所

２ 製材 樹種　・標準仕様書12章4～7節の規定による　・　 (12.2.1)

(12.2.1)

寸法
施工箇所 樹種 等級 形状 含水率

(ｍｍ)

※A種 ・B種 ・  

※2級 ・ ※A種 ・B種 ・  

※2級 ・ ※A種 ・B種 ・  

寸法
施工箇所 樹種 等級 形状 含水率

(ｍｍ)

・｢製材の日本農林規格｣による造作用針葉樹製材

※A種 ・B種 ・  

※A種 ・B種 ・  

※A種 ・B種 ・  

寸法
施工箇所 樹種 等級 形状 含水率

(ｍｍ)

※10％以下
※1等 ・ 

・A種 ・B種 ・  

※10％以下
※1等 ・ 

・A種 ・B種 ・  

※10％以下
※1等 ・ 

・A種 ・B種 ・  

・｢製材の日本農林規格｣による広葉樹製材

・｢製材の日本農林規格｣以外の製材
寸法

施工箇所

化粧薄板：

芯材：

樹種

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

寸法(mm) 化粧薄板の厚(mm)

・｢集成材の日本農林規格｣による化粧ばり造作用集成柱

施工箇所

化粧薄板：

芯材：

樹種

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

寸法(mm) 

※1等 ・ 

※1等 ・ 

※1等 ・ 

化粧薄板の厚(mm)
の品質

施工箇所 寸法(mm) 含水率

※A種 ・B種 ・  

※A種 ・B種 ・  

※A種 ・B種 ・  

見付け材面の品質樹種

・｢集成材の日本農林規格｣以外の造作用集成材

施工箇所

化粧薄板：

芯材：

樹種

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

寸法(mm) 
化粧薄板

の厚(mm) 面の品質

見付け材
含水率

※A種 ・B種 ・  

・｢集成材の日本農林規格｣以外の化粧ばり造作用集成材

施工箇所

化粧薄板：

芯材：

樹種

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

寸法(mm) 
の厚(mm) 面の品質

見付け材化粧薄板
含水率

※A種 ・B種 ・  

・｢集成材の日本農林規格｣以外の化粧ばり造作用集成柱

４ 造作用単板積層材 ・｢集成材の日本農林規格｣による造作用単板積層材

施工箇所

　　　　　　　・塗装加工）

表面の化粧加工

・有り（加工：・天然木化粧加工

・無し（等級　　　）　　　

　　　　　　　・塗装加工）

・有り（加工：・天然木化粧加工

・無し（等級　　　）　　　

厚さ(mm) 防虫処理

・適用

・適用

※A種(　　）
・B種造作材の場合 ・適用 ・適用
・　　(※A種 ・B種） 
※A種(　　）

・適用 ・適用 ・B種造作材の場合
・　　(※A種 ・B種） 

施工箇所 寸法(mm) 見付け材面の品質

※1等 ・ 

※1等 ・ 

樹種

・｢集成材の日本農林規格｣による造作用集成材

見付け材面

・｢集成材の日本農林規格｣による化粧ばり造作用集成材

３ 造作用集成材

材面の品質施工箇所 樹種 防虫処理 難燃処理 含水率
(ｍｍ)

(　　） ※A種
・適用 ・適用造作材の場合 ・B種

(※A種 ・B種） ・　　

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法 (13.3.3)

・適用する　※図示（図面番号　）

・適用する　※図示（図面番号　）

７　防虫処理

１ 長尺金属板葺 (13.2.2)(表13.2.1)

・　

屋根葺形式

板及びコイルの種類

塗膜の耐久性の種類

めっき付着量

厚さ(mm)

・瓦棒葺　・平葺　・横葺　

(13.2.2)(表13.2.2)

(13.2.3)

(13.2.3)建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

雪止め　　・設置する　※図示（図面番号　　　　）

 （・一般タイプ　・複層基材タイプ　・粘着層付タイプ）　

・改質アスファルトルーフィング下葺材

・アスファルトルーフィング940

下葺材料

折板の区分

形式による区分

材料による区分

２ 折板葺

※重ね形又ははぜ締め形　　･かん合形

軒先面戸板　・適用する (13.3.2)

耐力（種） ・１　　・２　　・３　　・４　　・５

・アルミニウム合金板製（・　　　　　　　　　　　　）

※鋼板製(・　　　　　　　　　　　　　　　)

断熱材張り (13.3.2)

・　

山高(ｍｍ)

山ピッチ(ｍｍ)

厚さ(㎜)

(13.3.2)(表13.2.1)

　・適用する(種別　　　　　 　)(厚さ　　　　　 　)(防火性能　　　　 　　)

・適用する　※図示（図面番号　）

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法 (13.3.3)

大きさ 産地 役物瓦の種類

３ 粘土瓦葺

・使用する

・使用する

(13.4.2)

瓦桟木

寸法（幅㎜×高さ㎜）

※21×15　・　

(13.4.2)

寸法（幅㎜×高さ㎜）

棟補強用心材

※40×30　・　

(13.4.2)

雪止め瓦

材質

・杉　・ひのき　・　

材質

・杉　・ひのき　・　

　種類

粘土瓦

(13.4.3)

下葺材料 (13.4.2)(表13.2.2)

棟の工法　　・図示（図面番号　　　　）

 （・一般タイプ　・複層基材タイプ　・粘着層付タイプ）　

・改質アスファルトルーフィング下葺材

・アスファルトルーフィング940

適用部位

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

処理の方法

※(12.3.1)(3)(ⅱ)①～④による　・ 

※行う(適用範囲：　　　　　) (12.2.2)(12.2.3)

厚さ(mm)施工箇所 等級

・構造用パネル

６　防腐・防蟻処理

・1級 ・2級 ・3級 ・4級

・1級 ・2級 ・3級 ・4級

・K2     ・K3     ・K4

・K2     ・K3     ・K4

・K2     ・K3     ・K4

適用部位 保存処理性能区分

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理 (12.3.1)(12.3.2)

による区分 よる区分 よる区分

※13タイプ ※P又はM ※15

・　 ・　 ・　

・　 ・　 ・　

による区分

・1級

※1類

・特類

※1類

・特類

・適用

(　　)

・適用

(　　)

・適用

・適用

※2級

以上

・1級

※2級

以上

・1級

・　　　

・　　　

※12

・　　

※12

・　　

・パーティクルボード

施工箇所 表裏面の状態 曲げ強さ 接着剤に 難燃性に
厚さ(mm)

施工箇所 厚さ

(mm)

　　　　　　　・塗装加工）

・有り（加工：・天然木化粧加工

・無し（等級　　　）　　　

　　　　　　　・塗装加工）

・有り（加工：・天然木化粧加工

・無し（等級　　　）　　　

表面の化粧加工 含水率 防虫処理

・適用

・適用
※14%以下

・　　

※14%以下

・　　　

・｢集成材の日本農林規格｣以外の造作用単板積層材

・普通合板

表板の厚さ
施工箇所

樹種名(mm)

※5.5

・　

・　

・　

板面の品質

広葉樹

※2等以上 ・1等

針葉樹

※C-D以上 ・　

・適用

・適用

・適用

防虫処理

※1類

・2類

・1類

・2類

・1類

・2類

接着の程度

５ 床張り用合板

施工

箇所
等級

※2級

以上

表板の
樹種名

※1類

・特類

強度
等級

・適用

(　　)

有効断面
係数比

・適用

防虫処理
板面の

品質
接着の程度

厚さ

(mm)

※12

・　　

・構造用合板

・　　　

表面処理の種別 種類  種別

 ・アルミニウム製

　・SUS430

 ・250形

 ・300形

 ・350形

・　

笠木の固定金具（建築基準法に基づき定まる風圧力及び積載荷重に対応したもの）

　　間隔　　・　
　　固定方法等　　・　

(14.8.2)(14.8.3)(表14.2.2)

(14.7.3)

スタッドの高さが5mを超える場合

板幅

　　表面処理　寸法(mm)

板厚

形状

・スパンドレル形

・パネル形

・アルミニウム

７ 金属成形板張り

　※図示（図面番号　　　　）

取付け用下地

伸縮調整継手　　・設ける

　※標準仕様書14章4節による　　・図示（図面番号　　　　）

 種類 表面処理
８ アルミニウム製笠木

(14.5.3)(表14.5.1)

(14.6.2)(表14.2.1)

(14.6.3)

(14.6.3)

(14.7.2)(表14.7.1)(表14.2.1)

種別

４ とい

１ あと施工アンカーの

　　引抜き耐力確認試験

２ ステンレスの

　　表面仕上げ

３

４ 鉄鋼の亜鉛めっき

５ 軽量鉄骨天井下地

　屋内　　※19形　・25形

屋外の野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔

　・図示（図面番号　　　　）　・900以下

屋外の野縁の間隔

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合

　※図示（図面番号　　　　）

・天井の懐が1.5m以上3.0m以下の場合の補強

　※図示（図面番号　　　　）

耐震性を考慮した補強

　※図示（図面番号　　　　）

・天井の懐が3.0mを超えるの場合の補強

　・図示（図面番号　　　　）

(14.4.3)

(14.4.3)

(14.4.4)

(14.4.4)

(14.4.4)

(14.4.4)

屋外の軒天井、ピロティ天井等の耐風圧性を考慮した補強

　※図示（図面番号　　　　）

　※図示（図面番号　　　　）

(14.4.4)

　※標準仕様書表14.5.1による　　・　

スタッド、ランナーの種類６ 軽量鉄骨壁下地 (14.5.3)(表14.5.1)

・　

といの材種等

 材種  規格番号  材質その他

(13.5.2)(表13.5.1)

鋼管製といの防露巻き　　※標準仕様書表13.5.5による (13.5.3)(表13.5.5)

種類

※適用する

設計用引張強度

※HL程度

・NO.　2B程度

　※標準仕様書1.2.2の品質計画で定めたもの　　・　

施工箇所(手すり、タラップ、建具以外)

(14.1.3)

(14.1.3)(1.2.2)

(14.2.1)

表面処理方法

種別

溶融亜鉛めっき

皮膜又は複合皮膜の種類

陽極酸化皮膜の着色方法

　※二次電解着色　　・三次電解着色

色合

　※監督職員の指示による　・　

施工箇所(成形板、笠木、建具以外)

電気亜鉛めっき

種別

・A種　　・B種　　・C種

・D種　　・E種　　・F種

※標準仕様書表14.2.1による

※標準仕様書表14.2.1による

(14.2.2)(表14.2.1)

(14.2.2)

(14.2.3)(表14.2.2)

野縁等の種類

　屋外　　・19形　※25形

(14.4.2)(表14.4.1)

３ 試験張り

　 見本焼き等

９ 手すり及びタラップ

ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ

　　合金の表面処理

・標準仕様書表14.2.2のC種

 ・ステンレス製　・SUS304 ※HL程度　・NO.2B程度

・手摺；樹脂被覆(ﾅｶ工業 ﾈｵｳｯﾄﾞ同等品))

 手すり

(屋外用)

※2級 ・ 

・｢製材の日本農林規格｣による下地用針葉樹製材

※1等 ・ 

・　

※研磨なし タラップ

 ・鋼製 ・標準仕様書表14.2.2のC種

 ・ステンレス製　・SUS304

・SUS430

 ・鋼製
・　

特記仕様書-４

意匠
A-05

完成図

図名

名称 縮尺 Ｎｏ．
国宝金峯山寺二王門素屋根建設工事

本完成図は、完成建物の基本情報を記載したものです。工事に際して作成された施工図等の詳細情報と合わせてご利用ください。
施

　

工

奥村･松塚特定建設工事共同企業体



特記仕様書-５

意匠
A-06

完成図

図名

名称 縮尺 Ｎｏ．
国宝金峯山寺二王門素屋根建設工事

本完成図は、完成建物の基本情報を記載したものです。工事に際して作成された施工図等の詳細情報と合わせてご利用ください。
施

　

工

奥村･松塚特定建設工事共同企業体

建具表

建具表

アルミニウム製建具の性能等級(RC系下地・S系下地)

　※SUS304、SUS430J1L、SUS443J1

ステンレス鋼板(JIS G 4305)　　※SUS304、SUS430J1L、SUS443J1

章章

(15.5.2)(表15.5.1)種類、仕上げの形状、工法

 ・セメント系

５ 仕上塗材仕上げ

※適用する(形状　　　　　　　　)１ 既製目地材

(15.2.5)

(15.3.1)

(15.4.2)(表15.4.1)

床の目地　　・設ける　　　　　　　　

目地工法　※押し目地（室内は縦横1.8ｍ程度、

廊下は3.6ｍ程度の割付け間隔とする）

塗物、敷物、張物等の下地への適用

　※適用する(適用範囲　　　　　　)

施工箇所

 ・せっこう系

 種類

２ モルタル塗り

３ 床コンクリート

直均し仕上げ

備考

吹付け

種類 工法　　　呼び名 仕上げの形状 防火材料

・適用

・ゆず肌状

・砂壁状・外装薄塗材Ｓｉ・薄付け仕上塗材

ﾛｰﾗｰ

・内装薄塗材Ｓｉ

吹付け

・防水形外装薄塗材Ｅ

吹付け・外装薄塗材Ｓ

吹付け

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｃ

・内装薄塗材Ｌ

・吹付け

ﾛｰﾗｰ

吹付け

・内装薄塗材Ｅ

・砂壁状じゅらく 吹付け

ﾛｰﾗｰ

・こて

こて

こて

こて

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・さざ波状

・ゆず肌状

・凹凸状

・凹凸状

・平たん状

・ゆず肌状

・砂壁状

・砂壁状

・着色骨材

　砂壁状

・凹凸状

・凹凸状

・平たん状

・さざ波状

・ゆず肌状

・ゆず肌状

・平たん状

・さざ波状

・ゆず肌状

ﾛｰﾗｰ

こて ・適用

・適用

・凹凸状

・平たん状

・ゆず肌状

・さざ波状

吹付け

ﾛｰﾗｰ

吹付け

ﾛｰﾗｰ

・可とう形

　外装薄塗材Ｓｉ

・外装薄塗材Ｅ ・適用

・適用

・適用

・適用

・ゆず肌状

・砂壁状

・ゆず肌状

・さざ波状

・ゆず肌状

・砂壁状

・ゆず肌状

・さざ波状

・厚付け仕上塗材

※セメントスタッコ

こて

吹付け・外装厚塗材Ｃ

ﾛｰﾗｰ

吹付け・内装薄塗材Ｗ ・京壁状じゅらく

こて

上塗材

・適用

・適用

・適用

・適用

・適用

・凸部処理

・吹放し

・さざ波状

・ゆず肌状

・ゆず肌状

・凹凸状

・平たん状

・凹凸状

・平たん状

・凹凸状

・ひき起し

・掻き落とし

　　・適用する

　上塗材・外装厚塗材Ｓｉ

・外装厚塗材Ｅ

吹付け

こて

・適用

・適用

・凸部処理

・吹放し

・平たん状

・内装厚塗材Ｅ

こて

ﾛｰﾗｰ

・適用・平たん状

・凸部処理

・凹凸状

・ひき起し

・内装厚塗材Ｓｉ 吹付け ・適用

・掻き落とし

・吹放し

こて

・内装厚塗材Ｌ
こて

・内装厚塗材Ｇ こて

・厚付け仕上塗材
・適用

・適用

・凹凸状

・ひき起し

・凸部処理

・平たん状

・掻き落とし

・平たん状

・掻き落とし

・凹凸状

・ひき起し

・平たん状

・凹凸状

・ひき起し

・適用・内装厚塗材Ｃ 吹付け

ﾛｰﾗｰ・凹凸状

・ひき起し

・吹放し

　※標準仕様書表15.5.4による　　・　

所要量等の確認

　※Ｖ形目地付き　　・　

ALCパネルの内壁目地部の形状

　※水性アクリルのつやあり　　・　

複層仕上塗材の上塗材

内装薄塗材及び内装厚塗材の吸放湿性　　　・適用する

複層仕上塗材の耐候性　　・耐候性１種　・耐候性２種　※耐候性３種

(15.5.2)

(15.5.2)

(15.5.2)(表15.5.2)

(15.5.4)

(15.5.7)

吹付け厚さ(㎜)　　・図示　・25 (15.8.3)６ ロックウール吹付け

・ゆず肌状 ・適用

・適用

・適用・ゆず肌状・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材ＲＥ

・凸部処理 ・適用

・凹凸模様

・こて塗用軽量塗材

・吹付用軽量塗材

・平たん状

・砂壁状・軽量骨材

・適用仕上塗材

吹付け

こて

吹付け

ﾛｰﾗｰ

ﾛｰﾗｰ

・複層仕上塗材 ・複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・ゆず肌状

・凹凸模様

・凸部処理 ・適用

・適用

吹付け

ﾛｰﾗｰ

・可とう形複層塗材ＣＥ・凸部処理 ・適用

・凹凸模様

吹付け

※100　・　

※S-4　・　

※A-3　・　

※70　　・100

※S-5　 ※S-6　・　

※W-4　・　

※A-4　・　

※W-5　・　

 耐風圧性

 気密性

 水密性

 枠の見込み寸法(㎜)

表面処理 (16.2.4)(14.2.2)(表14.2.1)

 種別 施工箇所

 外部に面する建具

 着色

 ※標準色　　・特注色※B-1種　・　

 屋内の建具  ※標準色　　・特注色※C-1種　・　

水切り、ぜん板等の取り付け　　･図示（図面番号　　　　）

防音ドアセット、防音サッシ

断熱ドアセット、断熱サッシ

耐震ドアセット

防虫網

結露水の処理方法　　･図示（図面番号　　　　）

　・適用する(建具番号　　　　　　)　遮音性の等級(　　　　　　)

　・適用する(建具番号　　　　　　)　断熱性の等級(　　　　　　)

　・適用する(建具番号　　　　　　)　面内変形追随性の等級(　　　　　　)

　※合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製　・ステンレス（SUS316)製

　　線径(mm)　　　　※0.25以上　・ 

　　網目(メッシュ)　　※16～18　　・ 

(16.2.5)

(16.2.2)

(16.2.2)

(16.2.2)

(16.2.4)

(16.2.3)

５ 樹脂製建具

６ 鋼製建具 (16.4.2)(表16.4.1)簡易気密型ドアセット　　　・適用する

　・S-4　・S-5　・S-6

防音ドアセット、防音サッシ

断熱ドアセット、断熱サッシ

耐震ドアセット

　・適用する(建具番号　　　　　　)　遮音性の等級(　　　　　　)

　・適用する(建具番号　　　　　　)　断熱性の等級(　　　　　　)

　・適用する(建具番号　　　　　　)　面内変形追随性の等級(　　　　　　)

外部に面する鋼製建具の耐風圧性の等級 (16.4.2)(表16.2.1)

(16.4.2)(16.2.2)

(16.4.2)(16.2.2)

(16.4.2)(16.2.2)

鋼板 (16.4.3)

鋼板類の厚さ

　　による。（図面番号　　　　）

　　戸の有効開口幅が950㎜又は有効高さが2,400㎜を超える場合は、図示

　※標準仕様書表16.4.2による。ただし、片開き、親子開き及び両開き戸の1枚の

(16.4.4)(表16.4.2)

　※めっき付着量　Z12 又は F12

・JIS G 3302（塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

　※めっき付着量　Y08

防音ドアセット、防音サッシ

断熱ドアセット、断熱サッシ

　・適用する(建具番号　　　　　)　種別（　　　　）遮音性の等級(　　　　)　

樹脂製建具の性能等級等

※Ｗ－５　・　※Ｗ－４　・　　

※Ａ－４　・　　

・Ａ種

※Ｓ－４　・　　

枠見込み寸法(㎜)

※Ｓ－６　・　※Ｓ－５　・　

・Ｃ種・Ｂ種

水 密 性

気 密 性

耐風圧性

性能等級

(16.2.2)(16.2.4)(表16.2.1)

　・適用する(建具番号　　　　　)　種別（　　　　）断熱性の等級(　　　　)

水切り板、ぜん板等の取り付け　　・図示（図面番号　　　）

表面色　　　・標準色　・特注色

ガラス　　　※複層ガラス　・単層ガラス　・三重ガラス

防虫網

　※合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製　・ステンレス（SUS316)製

　　線径(mm)　　　　※0.25以上　・ 

　　網目(メッシュ)　　※16～18　　・ 

(16.3.2)

(16.3.2)

(16.3.3)

(16.3.4)

(16.3.5)

防火戸(建築基準法第2条9号の2ロの規定に基づき定められたもの又は認定を受

けたものをいう。以下同じ。)の指定

　・図示（図面番号　　　　）

　・図示（図面番号　　　　）

防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸をヒューズ装置、熱感知装置又は煙感知装置と

連動させる場合

(16.1.3)

１ 防火戸

２ 見本の製作等

(16.1.4)

(16.1.4)建具見本の製作　　　・行う(建具番号　　　　　　　　)

３ 防犯建物部品 ・適用する　(建具記号　　　　　　　　　　) (16.1.6)

４ アルミニウム製建具 (16.2.2)(16.2.4)(表16.2.1)

 ・A種  ・B種  ・C種 性能等級

特殊な建具の仮組　　・行う(建具番号　　　　　　　　)

　・防煙シャッター

開閉機能による種類

　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

シャッターケース　　・設ける

(16.11.2)(表16.11.1)

(16.11.2)

７ 鋼製軽量建具 簡易気密型ドアセット　　・適用する

断熱ドアセット、断熱サッシ

耐震ドアセット

防音ドアセット、防音サッシ

　・適用する(建具番号　　　　　　)　遮音性の等級(　　　　　)

　・適用する(建具番号　　　　　　)　断熱性の等級(　　　　　　)

　・適用する(建具番号　　　　　　)　面内変形追随性の等級(　　　　　　　　)

ビニル被覆鋼板　　・適用する(建具番号　　　　　　)

カラー鋼板　　　　・適用する(建具番号　　　)

召合わせ、縦小口包み板等の材質

鋼板類の厚さ

ステンレス鋼板(JIS G 4305)

　※標準仕様書表16.5.1による。ただし、片開き、親子開き及び両開き戸の1枚の

　　戸の有効開口幅が950㎜又は有効高さが2,400㎜を超える場合は、図示

　　による。（図面番号　　　　）

　・適用する(建具番号　　　　　　)　面内変形追随性の等級(　　　　　　　　)

耐震ドアセット

　・適用する(建具番号　　　　　　)　断熱性の等級(　　　　　　)

断熱ドアセット、断熱サッシ

　・適用する(建具番号　　　　　　)　遮音性の等級(　　　　　)

防音ドアセット、防音サッシ

　・S-4　・S-5　・S-6

外部に面するステンレス製建具の耐風圧性の等級

簡易気密型ドアセット

　・適用する

・　

８ ステンレス製建具

曲げ加工　　※普通曲げ　　・角出し曲げ

表面仕上げ　※HL　　・ 　

(16.6.5)

(16.6.4)(14.2.1)

９ 木製建具 建具材の加工、組立時の含水率

　・A種　※B種　・C種

(16.7.2)(表16.7.1)

(16.7.2)

フラッシュ戸

枠の材料　　・　

くつずりの材料　　・　

(16.7.2)

(16.7.2)

(16.7.2)(16.7.3)(16.7.4)(表16.7.6)(表16.7.7)

 ※2.7以上　　・　

 ※3.2以上　　・　

・ポリエステル樹脂合板

・天然木化粧合板

※普通合板

種類

 ※2.5以上　　・　

厚さ㎜

紙張り障子　　見込み寸法(㎜)　　※30を標準　　・　

(16.7.3)

(16.7.3)

　　※標準仕様書16.7.2(b)(1)(ⅰ)(ⅱ)(ⅲ)による　　・　

表面材の合板の種類、厚さ

　表面材の合板の品質

定規縁(引戸)の召し合わせかまち

　・いんろう付き

(16.7.2)(16.7.3)(16.7.4)(表16.7.8)かまち戸

　かまちの樹種(　　　　　　　　)

　鏡板の樹種(　　　　　　　　)

　見込み寸法(mm)　　※36を標準　　・　

　定規縁(引き戸)の召し合わせかまち

　・いんろう付き

ふすま (16.7.2)(16.7.3)(16.7.4)(表16.7.9)

　上張りの種類　　・鳥の子　・新鳥の子　・ビニル紙　・雲花紙(押入等の裏側)

　縁の仕上げ　　・塗り縁　　・生地縁

　見込み寸法(㎜)　　※19.5を標準　　・　

戸ふすま　　見込み寸法(㎜)　　※30を標準　　・　

(16.8.2)(表16.8.1)10 建具用金物 金物の種類及び見掛かり部の材質

　※標準仕様書表16.8.1及び図示（図面番号　　）による

　※図示(図面番号　　　　　) (16.8.3)

樹脂製建具に使用する丁番

　※標準仕様書表16.8.3による

(16.8.2)(表16.8.3)

握り玉及びレバーハンドル、押板類、クレセント等の取付け位置

(16.5.2)

(16.5.2)(16.2.2)

(16.5.2)(16.2.2)

(16.5.2)(16.2.2)

(16.5.3)

(16.5.3)

(16.5.3)

(16.5.3)

(16.5.4)(表16.5.1)

(16.6.2)

(16.6.2)

(16.6.2)(16.2.2)

(16.6.2)(16.2.2)

(16.6.2)(16.2.2)

(16.6.3)

マスターキー

　・製作する　　・在来マスターに合わせる

※鍵は、3本１組とし、室名札を付け、一括して鍵箱に収納して引き渡す。

　鍵箱は、鍵の個数に相応した鋼製既製品とする。

(16.8.4)11 鍵

12 自動ドア開閉装置

 ・DSLD-2

 ・DSLD-1

 ・SSLD-2

 ・SSLD-1

による

※（表16.9.1）

による

※（表16.9.2）

・図示

・適用する

自動ドア 防錆性能 センサーの種類

 ・SWD-1

 ・SWD-2

・行う

（建具番号

凍結防止

　　　　　）

(16.9.2)(16.9.3)

・マットスイッチ

・光線(反射)スイッチ

・熱線スイッチ

・音波スイッチ

・光電スイッチ

・電波スイッチ

・タッチスイッチ

・押しボタンスイッチ

・ペダルスイッチ

・多機能トイレスイッチ

引戸装置の性能

　※標準仕様書表16.10.1により、適用する戸の質量に応じたもの

　・　　

シャッターの種類

　・管理用シャッター（耐風圧強度　　　　　　　　　）　

14 重量シャッター

　・外壁用防火シャッター（耐風圧強度　　　　　　　　　）　

　・屋内用防火シャッター

(16.10.3)(表16.10.1)

(16.11.2)

４ セルフレベリング

　 材塗り

13 自閉式上吊り

　 引戸装置

(15.3.2)

・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

・磨き板ガラス

・熱線反射ガラス

・フロート板ガラス  ・6　・8　・10　・12

 ・6　・8　・10　・12

・熱線吸収磨き板ガラス

 ・6　・8　・10　・12

 ・6　・8　・10　・12

 ・6　・8　・10　・12

・熱線吸収フロート板ガラス

(16.14.2)・倍強度ガラス

材料板ガラスの種類  厚さ(㎜)

・倍強度ガラス

・平面強化ガラス

 ・熱線反射強化ガラス  ・　

・熱線吸収板ガラス

・熱線吸収フロート板ガラス

・熱線吸収磨き板ガラス

・熱線吸収網入磨き板ガラス

・熱線吸収線入磨き板ガラス

板ガラスの種類

 ・1種　 ・2種・　

・　

・　

※6.8

(16.14.2)

・熱線吸収網入型板ガラス

・複層ガラス

 材料板ガラスの種類、厚さ

・断熱複層ガラス

・ 

 ・1種

 ・2種

 ・3種

 ・4種

 ・5種

厚さ(㎜)

(16.14.2)

　日射熱遮へい複層ガラス

・熱線反射板ガラス

 映像調整

 ・6

 ・8

 ・10

 ・12

 ・行う

 ・行わない

 ・3種

 ・2種

 ・1種

 厚さ(㎜)

(16.14.2)(16.14.4)

・熱線吸収磨き板ガラス

・熱線吸収フロート板ガラス

・フロート板ガラス

・磨き板ガラス

材料板ガラスの種類  日射熱遮へい性による区分

スラット及びシャッターケース用鋼板

　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　めっき付着量　※Z12又はF12

ガイドレール等のステンレス鋼板

　※SUS304、SUS430J1L、SUS430、SUS443J1

　※手動式　・上部電動式(手動併用)

開閉機能による種類16 軽量シャッター

耐風圧強度

(16.11.3)

(16.12.2)(表16.12.1)

(16.12.2)

スラット

　形状　　・インターロッキング形　　・オーバーラッピング形

・JIS G 3322（塗装溶融亜鉛-55％アルミニウム合金メッキ鋼板及び鋼帯）

　材質　※JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

めっき付着量　※Z06 又は F06

めっき付着量　※AZ90

※バランス式

・チェーン式

・電動式

 ・スタンダード形

 ・ローヘッド形

 ・ハイリフト形

 ・バーチカル形

・ステンレス鋼板

・　

耐風圧性能（JIS A 4715による強さ）

　　　　　　　　厚さ(㎜)　・2　　・4　　・6

　・50　　・75　　・100　　・125

・フロート板ガラス　　厚さ(㎜)　　・　　

・型板ガラス　　品種　　・　　

・網入板ガラス及び線入板ガラス

網又は線の形状及び板の表面の状態による種類

線入板ガラス

 網入磨き

 ガラス

 ガラス

 網入型板

 ・線入型板ガラス

 ・線入磨き板ガラス

 ・ひし網入型板ガラス

 ・角網入型板ガラス

 ・ひし網入磨き板ガラス

 ・6.8

 ・6.8

 ・6.8

 ・6.8

 ・6.8　　・10

 ・6.8　　・10

 ・角網入磨き板ガラス

厚さ(㎜)

(16.14.2)・合わせガラス

形状

・平面

・曲面

 特性による種類

・Ⅰ類　・Ⅱ-2類

・Ⅱ-1類　・Ⅲ類

・Ⅰ類

 材料板ガラスの種類、厚さ 合計厚(㎜)

(16.14.2)・強化ガラス

 ・型板強化ガラス

 ・フロート強化ガラス  ・　

 ・Ⅰ類

 ・Ⅲ類

 特性による種類

 ※4　　・　

 呼び厚(㎜)

(16.12.3)(16.12.4)

(16.13.2)(16.13.3)

(16.13.2)

(16.14.2)

(16.14.2)

(16.14.2)

材料板ガラスの種類による名称

18　ガラス

※スチールタイプ

網入板ガラス

　※鋼板　・ステンレス鋼板　・アルミニウム合金の押出形材

17 オーバーヘッドドア

 ガイドレールの材質

※溶融亜鉛めっき鋼板

 性能による種類
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完成図

図名

名称 縮尺 Ｎｏ．
国宝金峯山寺二王門素屋根建設工事

本完成図は、完成建物の基本情報を記載したものです。工事に際して作成された施工図等の詳細情報と合わせてご利用ください。
施

　

工

奥村･松塚特定建設工事共同企業体

力骨

材質

※ステンレス鋼(SUS304)

・　

 形状

※はしご形状複筋及び単筋

・　

※径5.5

・　

 寸法(㎜)

シーリング材

目地

 目地幅

　・図示(図面番号　　　　　　　)　　・　

金属製化粧カバーの材質、寸法及び形状

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　・　

　・図示（図面番号　　　　　　　）

　※被着体に応じたものとし、標準仕様書表9.7.1を標準とする。

化粧目地モルタルの色

(16.14.5)

(16.14.5)(表9.7.1)

(16.14.5)

(16.14.5)

(16.14.5)

(16.14.5)

　※標準仕様書表16.14.1による

ステンレス製 ・シーリング材(SR-1)　・　　

20 ガラスブロック積み ガラスブロック

表面形状

・正方形

・80　　・95

・80　　・95　　・125

・200×200　・320×320

・250×125　・320×160

・125×125　・160×160

・長方形

壁用金属枠及び補強材　　・図示(図面番号　　　　　)　

・　

呼び寸法(㎜) 厚さ(㎜)

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

　　　(アルミニウム製建具、鋼製建具及びステンレス製建具の場合)

　　 （強化ガラス及び倍強度ガラスを使用する場合を除く）

(16.14.3)(表16.14.1)

(16.14.5)

(16.14.5)

伸縮調整目地

平積み

曲面積み

・　

・　

目地部の力骨の補強方法　　※ガラスブロック製造所の仕様による

　　　　・　

※8㎜以上、15㎜以下

(16.14.5)

(16.14.5)

※標準仕様書16.14.5(b)(2)(ⅰ)②による

　位置　※標準仕様書16.14.5(b)(2)(ⅱ)による

 　の性能

性能値

耐風圧性  耐温度差性(℃)

(17.1.3)(表16.2.1)

・S-4　　・S-5

１ カーテンウォール

金属材料の種類

　・アルミニウム製　　・鋼製　　・ステンレス製　　・　

(17.2.2)

(17.2.3)見え掛かり部分の仕上げ　（　　　　　　　　　　　　　）　

製品の寸法許容差

躯体付け金物取付け位置の寸法許容差

(17.2.3)(表17.2.1)

(17.2.5)(表17.2.2)

(17.2.5)(表17.2.3)カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

　※標準仕様書表17.2.1による(アルミニウム合金鋳物を除く)　・　

　※標準仕様書表17.2.2による　　・　

　※標準仕様書表17.2.3による　　・　

ガラス溝の形状及び寸法等

　※カーテンウォール製作所の仕様による　　・　　

(17.2.3)

種類

コンクリート

・　

鉄筋の種類の記号

　※SD295A　・　

　※径3.2mm以上　　・　

ゴンドラ用ガイドレール

　・図示(図面番号　　　　　　)

製品の見え掛かり部の寸法許容差

PCカーテンウォールの仕上げ

　・タイル　　・天然石　　・　

(17.3.2)

(17.3.2)

(17.3.2)

(17.3.3)(表17.3.1)

(17.3.3)

 単位水量の

 最大値

・　

 所要気乾単位

 容積質量

・　・　

 設計基準

 強度(Fc)

・　

※12cm以下

 所要ｽﾗﾝﾌﾟ

補強鉄線の寸法

　※標準仕様書表17.3.1による

鉄筋の配筋 (17.3.4)

(17.3.3)アンカー溝の寸法及び寸法許容差

　・図示(図面番号　　　　　　)　　・　

(17.3.5)(表17.2.2)躯体付け金物取付け位置の寸法許容差

　※標準仕様書表17.2.2による　　・　

３ PCカーテンウォール

※標準仕様書表6.10.1の1種

(17.3.2)(表6.10.1)

　配筋　　※標準仕様書17.3.4(b)(1)による

カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差 (17.3.5)(表17.3.2)

　※標準仕様書表17.3.2による　　・　

耐火性(h) ・　

性能の確認方法及び判定方法

・A-3　　・A-4

　※標準仕様書17.1.3（C）による

(17.1.3)

 遮音性

 断熱性

耐震性

水密性

気密性

・T-4

・　

・S-6

 鉛直方向

 水平方向

・W-1　・W-2　・W-3

・W-4　・W-5

・H-1　　・H-2　　・H-3

・H-4　　・H-5

・A-1　　・A-2

・T-1　　・T-2　　・T-3

 種類の記号  厚さ(mm)  色柄  工法

　※2.0  ※無地  ・熱溶接

　・　 　・　  ・突付け

　※FS

２ ビニル床タイル

　・図示（図面番号　　　　　　　）

　　　　　・図示（図面番号　　　　　　　）

４ シーリング材 種類

　※被着体に応じたものとし、標準仕様書表9.7.1を標準とする

５ ガラス取付材料 シーリング材

(17.2.2)(17.2.6)(17.3.2)(17.3.6)

　形状及び寸法　　・図示(図面番号　　　　　　)　　・　

　ガラスの取付方法　　・図示(図面番号　　　　　　)

６ 断熱材

(17.2.2)(17.3.2)(表9.7.1)

(17.2.2)(17.3.2)(表9.7.1)

　種類　　※被着体に応じたものとし、標準仕様書表9.7.1を標準とする

構造ガスケット

(17.2.2)(17.3.2)

・　

工法  種類  厚さ(mm)  施工場所

・現場発泡工法

・　 ・　

１ 防火材料 (18.1.3)※屋内の壁、天井の仕上材は、防火材料とする。

・次の場所を徐き、防火材料とする。（　　　　　　　　）

２ 素地ごしらえ 種別

木部

　　不透明塗料塗りの場合　　※A種　　・B種

　　透明塗料塗りの場合　　　・A種　　※B種

鉄鋼面　　・A種　　・B種　　※C種

モルタル面、プラスター面　　  ・A種　　※B種

コンクリート面、ALCパネル面(耐候性塗料塗り以外の場合)

(18.2.2)(表18.2.1)

(18.2.3)(表18.2.2)

(18.2.6)(表18.2.5)

(18.2.5)(表18.2.4)

石こうボードの目地工法が継目処理工法の場合

(18.2.7)(表18.2.7)

 ・A種　　※B種

 ※A種　　・B種

上記以外

石こうボード、その他のボード面
                            ・A種　　※B種

(18.7.2)(18.7.3)(18.7.4)

　　級

　　級

　　級

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

亜鉛メッキ鋼面

鉄鋼面

上塗り塗料等級

 ・A種　※B種

 ※A種　・B種

(18.4.3)(表18.4.1)

 ・A種　・B種　※C種

(18.3.2)(表18.3.2)

　・A種　　※B種

　・A種　　・B種　　・C種　

(18.7.4)(表18.7.3)ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面耐候性塗料塗りの種別７ 耐候性塗料塗り(DP)

６ ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散形

 　塗料塗り(NAD)

(18.6.2)(表18.6.1)アクリル樹脂系非水分散形塗料塗りの種別

(18.5.2)(表18.5.1)クリヤラッカー塗りの種別　　・A種　　※B種

　　塗り(CL)

５ クリヤラッカー

(18.4.4)(表18.4.2)

　・A種　　※B種

鉄鋼面の合成樹脂調合ペイント塗りの種別

屋内

屋外

 ・A種　　※B種

 ※A種　　・B種

木部合成樹脂調合ペイント塗り

　　ペイント塗り(SOP)

４ 合成樹脂調合

鋼製建具等

(18.4.2)

　※1種　　・2種

塗料の種類

(18.3.3)(表18.3.4)

上記以外

　亜鉛めっき鋼面

錆止め塗料塗り

(18.3.3)(表18.3.3)

 ・A種　　※B種

 ※A種　　・B種見え掛り部分

見え隠れ部分

　鉄鋼面

 ※A種　・B種　・C種

つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り(EP－G)の場合

　亜鉛めっき鋼面

上記以外

錆止め塗料の種別３ 錆止め塗料塗り

屋外のつや有合成樹脂エマルションペイント塗りの種別

屋内の鉄鋼面つや有合成樹脂エマルションペイント塗りの種別

(18.8.2)(表18.8.1)

(18.8.4)(表18.8.3)

合成樹脂エマルションペイント塗りの種別

合成樹脂エマルション模様塗料塗りの種別

・A種　　※B種

・A種　　※B種

・A種　　※B種

・A種　　※B種

(18.9.2)(表18.9.1)

(18.10.2)(表18.10.1)

(18.11.2)(表18.11.1)ウレタン樹脂ワニス塗りの種別

・A種　　※B種

ラッカーエナメル塗りの種別

木材保護塗料塗りの種別

・A種　　※B種

(18.14.2)(表18.14.1)

(18.12.2)(表18.12.1)

・A種　　※B種 (19.2.2)(19.2.3)１ ビニル床シート

(19.2.2)

 ※2.0

種類  品質・規格　厚さ(mm)

３ 帯電防止床シート、

床タイル、

防滑性床シート

床タイル

・2.0

・  

・2.0

・  

４ 視覚障害者用

 　床タイル

５ 耐動荷重性床シート

６ ビニル幅木

７ ゴム床タイル

８ カーペット敷き

 ・厚膜型塗床材

 　弾性ウレタン樹脂系塗床

 ・厚膜型塗床材

 　エポキシ樹脂系塗床

 ・薄膜型塗床材

厚さ(㎜)

　3kV以下）

（性能：人体帯電圧

 ・適用する

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽ

・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰ

・ウィルトン

 織り方

 ・カット、ループ併用

 ・ループパイル

 ・カットパイル

 パイル形状  帯電性

　(品質の程度は参考商品である)

・C種

・B種

・A種

種別

織じゅうたん

　3kV以下）

（性能：人体帯電圧
・ﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

 パイル長(㎜)^5

 ・適用する

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

 帯電性

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

パイル形状

タフテッドカーペット

工法

　(品質の程度は参考商品である)

品質

 ※8

 ・　

　見切り　　　(材質<　　　>種類<　　　>形状<　　　>)

　押え金物　　(材質<　　　>種類<　　　>形状<　　　>)

 呼び厚さ(㎜)

グリッパー工法に使用する下敷き材

※JIS L 3204の第2種2号

取付用付属品

ニードルパンチカーペット

厚さ(㎜)

・適用する

（性能：人体帯電圧（性能：人体帯電圧3kV以下）

　(品質の程度は参考商品である)

タイルカーペット

種別

 ・カットパイル

 ※ループパイル

 ※500×500  ※6.5※第一種

・第二種

 ・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用

 寸法(㎜)  総厚さ(㎜)

 ・防炎品

　(品質の程度は参考商品である)

帯電性 品質の程度

 パイル形状

・　 ・　 ・　

・無塗装品

・塗装品・ﾓｻﾞｲｸ  接着工法

 ﾊﾟｰｹｯﾄ1等

 303×303

※なら

 樹種

※なら

※なら

※なら

・12以上

 厚さ(㎜)

・12以上

 15

　15

 板幅　75

 板幅　75

 大きさ(㎜)

 板幅　75

 板長さ

 500以上

 板長さ

 300以上

 板長さ

 300以上

・釘留め工法

（根太張り）

単層フローリング

 種類  工法

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

　ﾎﾞｰﾄﾞ1等

　ﾌﾞﾛｯｸ1等

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・釘留め工法

（直張り）

・接着工法

・接着工法

平場

階段部分

 ※市松敷き　　・模様流し

 ・市松敷き　　※模様流し

タイルカーペットの敷き方

・樹脂モルタル工法

・厚膜流し展べ工法

・薄膜流し展べ工法

 工法 種類９ 合成樹脂塗床

10 フローリング張り

種　類

・帯電防止床シート

・帯電防止床タイル

性　能

種　類 性　能

・防滑性床シート

・防滑性床タイル

種類

・　  ・　

寸法(㎜)

 厚さ(㎜)種類

材質

・軟質　　・硬質  ※60　・　

 高さ(㎜)  厚さ(㎜)

・   ・　

厚さ(㎜)種類

(19.2.2)

(19.2.2)

厚さ(㎜)

厚さ(㎜)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.3.3)(19.3.4)(表19.3.1)

(19.3.3)(19.3.4)(表19.3.2)

(19.3.3)

(19.3.3)

(19.3.3)

(19.3.3)

※1.5以上　・　

 品質の程度

 品質の程度

 ・グリッパー工法^2

 ※全面接着工法^2

 ・静電気防止品

 品質の程度

(19.3.4)

(19.4.2)(19.4.3)(表19.4.1～8)

・無塗装品

・塗装品

・塗装品

 仕上塗装

・無塗装品

(19.5.2～6)(表19.5.1～5)

 ※平滑仕上げ

 ・防滑仕上げ

 仕上げの種類

 ・つや消し仕上げ

 ・防滑仕上げ

 ※平滑仕上げ

(19.5.2～6)(表19.5.1～5)

※なら

 樹種  厚さ(㎜)

 大きさ(㎜)

※C種

・B種

・A種

 種別

・適用する

 防湿処理  仕上塗装

・塗装品

・無塗装品

 (根太張り)

・釘留め

・釘留め

　工法

　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

　化粧複合

・天然木

複合フローリング

 工法 種類

※なら

 ・75以上

 板幅

 ・　

 ・　

 ・8以上

 板厚・接着工法

 (直張り)

　工法

・接着工法

12

・　

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

・図示　　・　

接着工法の場合のフローリング裏面の緩衝材　※合成樹脂発泡シート

種別

(19.5.5)

(19.6.2)(表19.6.1)

現場塗装仕上　　・行う（施工箇所　　　　　　　　　）

※ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

・ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗りのうえﾜｯｸｽ塗り

・生地のままﾜｯｸｽ塗り

(19.5.6)

 ・900以上

 板長さ

11 畳敷き

・A種　・B種　・C種　・D種（・KT-I　 ・KT-Ⅱ　 ・KT-Ⅲ　 ・KT-K　 ・KT-N）

 ・12 ・12(溝付)

(19.7.2)(表19.7.1)

 ・9.5 ・12.5 

 ・9.5 ・12.5 

 ・9.5

 ・9.5 ・12.5 

厚さ(㎜)

素地

・素板

・吸音用あなあきせっこうボード(GB-P)

・吸音用木毛セメント板(WWCB)

 ・6.0

・ミディアムデンシティファイバーボード(MDF)

・内装用化粧ハードボード

・テンパードボード

・スタンダードボード

・タタミボード

・火山性ガラス質複層板(VSボード)

・天井仕上げ材

・内装仕上げ材

・押入収納内装材

・シージングボード

・その他

・難燃

・防虫

 処理

・ﾗﾜﾝ程度 ・　

 板面の品質

・しな程度

・普通合板

 表板の樹種名

・　

 厚さ(㎜)

(19.7.3)(表19.7.3)

名称 種類

・塗装

・ﾌﾟﾘﾝﾄ

・防虫

・難燃

 処理

・難燃

・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・　　

 表面性能  厚さ(㎜)

　化粧合板

・特殊加工

　化粧合板

　種類  化粧加工の方法^2

・防虫・なら ・　　・天然木

 処理  厚さ(mm)種類  化粧板の樹種名^2合
　
　
　
　
板

章章

鋼製

建具の種類

アルミニウム製

 ガラス留め材

・ガスケット

・シーリング材(SR-1)引違い障子以外の部分に使用

・シーリング材(SR-1)　・　　

　・　

19 ガラス留め材 (16.14.2)

ハ
ー
ド
ボ
ー
ド(HB)

(IB)

・せっこうボード(GB-R)

・強化せっこうボードGB-F)

・せっこうラスボード(GB-L)

・化粧せっこうボード(GB-D)

ロック
ウール
吸音板

吸音板

グラス
ウール

・ロックウール吸音ブランケット(RW-BL)

・グラスウール吸音フェルト(GW-F)

・グラスウール吸音ボード(GW-B)

・ロックウール化粧吸音板(DR)

・シージングせっこうボード(GB-S)

・不燃積層せっこうボード(GB-NC)

・ロックウール吸音フェルト(RW-F)

・ロックウール吸音ボード(RW-B)

・吸音用インシュレーションファイバーボード(IB)

名称 種　　　類

せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
製
品

吸
　
音
　
材
　
料

パ
ー
テ
ィ
ク
ル

ボ
ー
ド

繊
　
　
維
　
　
板

木毛

セメント板

木片

繊維強化

セメント板

セメント板

・単板張りパーティクルボード研磨板(VS)

・素地パーティクルボード研磨板(RS)

・吸音用あなあきハードファイバーボード(HB-P)

・硬質木毛セメント板(HW)

・普通木毛セメント板(NW)

・硬質木片セメント板(HF)

・普通木片セメント板(NF)

・中質木毛セメント板(MW)

・塗装(DC)

・プラスチックオーバーレイ(DO)

・化粧パーティクルボード単板オーバーレイ(DV)

・1.0けい酸カルシウム板(1.0FK)

・0.8けい酸カルシウム板(0.8FK)

ボード及び合板張り

石こうボード､その他

２ ﾒﾀﾙｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ

13 木材保護塗料塗り(WP)

　　ペイント塗り(EP)

９ 合成樹脂エマルション

10

11

12

合成樹脂エマルション

模様塗料塗り(EP-T)

ウレタン樹脂

ワニス塗り(UC)

ラッカーエナメル

塗り(LE)

・体積抵抗値＜ 　　＞Ω以下

※180kg/m3※30N/㎜2 ※1.9t/m3以下
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意匠
A-08

完成図

図名

名称 縮尺 Ｎｏ．
国宝金峯山寺二王門素屋根建設工事

本完成図は、完成建物の基本情報を記載したものです。工事に際して作成された施工図等の詳細情報と合わせてご利用ください。
施

　

工

奥村･松塚特定建設工事共同企業体

外構図

外構図

外構図

外構図

章章

遮音シール材

下地　　・軽量鉄骨下地　　・木造下地　　・　

　・ｱｸﾘﾙ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材　　　・ｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ　　・ｼﾞｮｲﾝﾄｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ

合板類の張付け

　種別　　・A種　※B種

せっこうボードの目地工法の種類

　・目透し工法　　・突付け工法　　・継目処理工法

13 壁紙張り

(19.7.2)

(19.7.3)

(19.7.3)(表19.7.5)

(19.8.2)

・断熱材現場発泡工法

　上記保温材は、特定フロンを含まないものとする

 施工場所

・15

種類

※A種1

・A種2

・A種3

・B種2

・B種1

 吹付け厚さ(㎜)

１

表面仕上げ材の材質

耐荷重性能

耐震性能

・タイルカーペット

・500×500

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱｰの材質

・帯電防止ビニル床タイル

寸法(㎜)

高さ(㎜)

２ 可動間仕切

構造形式による種類 ・スタッド式(内蔵)　　・スタッド式(露出)

・スタッドパネル式　　・パネル式

パネル表面仕上げ

・樹脂系　　・石こう系　　・ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ系　　・　

構成基材の

　　　種類

パネル内に取り付ける建具の寸法及び形状

　※図示(図面番号　　　　)

・アルミニウム合金系　　・スチール系　　・　　

・木質系　　・ｽﾁｰﾙ系　　・ｶﾞﾗｽ系　　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金系　

３ 移動間仕切

・焼付け塗装（指定色）　　・壁紙張り　　・　

材質

仕上げ

厚さ(mm)

パネルの操作方法

による種類

パネル

表面材

パネル圧接装置

の操作方法

パネル内に取り付ける建具の形状及び寸法

※鋼板　　・ラワン合板

・ハンドル回転式　　・プッシュ式

・　

・80

　※図示(図面番号　　　)

ハンガーレール取付け下地の補強

・手動式　　・電動式

・部分電動式

　※標準仕様書20.2.4(C)(3)による

　※溶接又はあと施工アンカー

ハンガーレールの固定方法

　　　材質：　　　　　径：　　　　　　（あと施工アンカーの場合）

表面材の材質

　・ポリエステル樹脂系化粧板

　・メラミン樹脂系化粧板

脚部　　※幅木タイプ　　・脚部タイプ　　・　

４ トイレブース

(19.9.3)

(20.2.2)

(20.2.3)

(20.2.3)

(20.2.4)

(20.2.4)

(20.2.4)(14.1.3)

(20.2.5)

(20.2.5)

・A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材

・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ保温材

　(3種2号を除く)

・5000N-たわみ5.0mm以下

・3000N-たわみ5.0mm以下

・指定色焼付け塗装 ・壁紙

遮音性(dB/500Hz) ・0 ・12 ・20 ・28 ・36

遮音性(dB/500Hz) ・36未満　・36以上

・　

素地ごしらえ

14 断熱材

施工箇所  品質の程度  防火性能の等級

　コンクリート面　　　　　　　・A種　　※B種

　せっこうボード面　　　　　　・A種　　※B種

　モルタル面、プラスター面　　・A種　　※B種 (19.8.3)(表18.2.4)

(19.8.3)(表18.2.5)

(19.8.3)(表18.2.7)

・断熱材打込み工法

種類  施工箇所 種別

・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材

・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材

・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

　(ｽｷﾝ層なし)

・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

　(ｽｷﾝ層なし)

・保温板(2種b)

・保温板(3種b)

 厚さ(㎜)

・25　・　

・25　・　 ・接地部分

　(品質の程度は参考商品である)

・不燃　・準不燃　

・不燃　・準不燃　

・不燃　・準不燃　

(19.9.2)

材種  形状  取付工法

※接着工法

黒板

・埋込み工法

厚さ(mm)　　※5　　・　

　　材質、形状及び寸法　　※図示（図面番号　　　）

・非常用進入口の表示

・誘導標識の表示

　　※消防法に適合する市販品とする　　・　

　　※消防法に適合する市販品とする　　・　

　　形状、寸法、材質、色、書体、印刷等の種別、取付け形式等

煙突用成形ライニング材　　・適用する

　適用安全使用温度(℃)　　・　

・衝突防止表示

 寸法(㎜)

９ 煙突ライニング

10 ブラインド

※ブラインドの取付け箇所等　　※図示(図面番号　　　　　　)

８ 表示

７ 鏡

６

形式

ブラインドの種類

ヘッドボックスの材種

ボトムレールの材種

スラットの材種

・横型ブラインド

※ギヤ式

・コード式

・操作棒式

※鋼製　　・　　

※鋼製　　・　

※アルミニウム合金製

・縦形ブラインド

※2本操作コード

・　

・アルミススラット

・クロススラット

開閉方式

操作方式 ・1本操作コード

※25　 ・35 　・50

・鋼製

スラットの幅(㎜)

・片開き　・両開き

11 ロールスクリーン

　材質、品質の程度は参考商品名である

※ロールスクリーンの取付け箇所等　　※図示(図面番号　　　　　　)

ロールスクリーンの操作方式 スクリーンの材種、品質等 幅  高さ

・　・スプリング式　

・コード式　

・電動式

(20.2.6)

(20.2.8)

(20.2.9)

(20.2.10)

(20.2.10)

(20.2.10)

(20.2.10)

(20.2.11)

(20.2.12)

(20.2.12)

(20.2.13)

(20.2.13)

17 間知石及び (20.4.2)

 レールの仕上げ  レールの形状

 ※アルマイト  ※角型 ※10-90

・10-60

　の押出し成型材  ・C型　　・D型

 ・I型　　・H型

13 カ－テンレール

形式

片引き 引分け

開閉操作方式

電動 手引き

12 カーテン

　品質の程度は参考商品名である

ひだの種類名称、品質

・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ製

ひも引き

カーテン用きれ地

きれ地の種別 特殊加工品質

　※300以上　　・　

暗幕用カーテンの両端、上部、召合わせの重なり(㎜)

15 アコーディオンドア 表面材　　・ビニルレザー張り(防炎加工)

16

　※3.2以上　　・　

コンクリートの設計基準強度(Fc)

取付け方法　　※図示(図面番号　　　　　　) (20.3.4)

(20.3.2)

(20.3.3)

(20.3.3)

　・　

補強鉄線の径(㎜)

(20.2.14)(表20.2.1)

(20.2.14)

(20.2.14)

(20.2.14)

区分 材料 質量区分

・間知石

・コンクリート間知ブロック

目塗り

間知石積み

積み方

・布積み

※谷積み

 ・行う

伸縮調整目地の材種、厚さ(㎜)

(20.4.3)

・室名札、ピクトグラフ及び案内板等　※図示(図面番号　　　　)

操作方法　　・電動　・手動

巻取りパイプ、ウェイトバー、操作コード又は操作チェーンその他の材料

　※製造所の仕様による

(20.2.12)

(20.2.13)

14 ブラインドボックス

　及びカーテンボックス

溝形×深さ(mm)　・90×150 ・120×80 ・120×150 ・150×80 ・図示

・アルミニウム製　押出し型材（市販品）

　表面処理　・C-1

　　　　　　・C-2（・アンバー・ブロンズ・ブラック系・ステンカラー）

・鋼製（仕上げ　　）

配筋　　※標準仕様書20.3.3(d)による

フリーアクセス

フロアー

ｽﾀｯﾄﾞ

ﾊﾟﾈﾙ

レールの材料

による区分

コンクリート間知

ブロック積み

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

材質　・集成材(仕上げ 　　　　)

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　同等品

　　　・ピクトサイン　　　　　　　　　　　　同等品

　　　・室名札　　　　　　　　　　　　　　　同等品

品質の程度は        同等品

18 敷地境界石標 ・花崗岩類(文字記号等入り)　　・コンクリートブロック製

　　の市販品程度

５ 階段滑り止め

種類　　※焼付け　　・　　

色　　※緑　　・　　

路盤の厚さ(㎜)

(22.3.5)

(22.3.3)(表22.3.3)

(22.3.2)(表22.3.1)

　※砕石及び再生材のクラッシャラン又はクラッシャラン鉄鋼スラグ

　・　

・ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ舗装

・舗石舗装

・100　・150　・250　・　

・100　・150　・250　・　

・100　・150　・250　・350

・100　・150　・250　・350

車道部

・コンクリート平板舗装

・転圧コンクリート舗装

・アスファルト舗装

・カラー舗装

・コンクリート舗装

・透水性アスファルト舗装

・排水性アスファルト舗装

舗装の種類と路盤の厚さ

歩道部

路盤材料

舗装の種類

100

100

100

50

150

150

２ 路盤

路盤の締固め度試験　※行う　・行わない

平板の種類及び寸法

※N300

・コンクリート平板舗装

目地材

※砂

・モルタル

・インターロッキングブロック舗装

表面加工

・　

形状、寸法

・　

※図示(図面番号　　　　)

曲げ強度

・　

・　

種類

・透水性ﾌﾞﾛｯｸ

・保水性ﾌﾞﾛｯｸ

※普通ﾌﾞﾛｯｸ

寸法、形状 舗石の基層

　品質　　・　

・舗石舗装

種類

種別

　・A種　　　※B種

通路

建物周囲その他

３ アスファルト舗装

車道部の基層の適用　　・適用する

舗装の平たん性

　※通行の支障となる水たまりを生じない程度　　・　

・細粒度アスファルト混合物

・密粒度アスファルト混合物

・13F

・13表層

加熱アスファルト混合物等の種類

シールコート　　・行う

アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う

４ コンクリート舗装 コンクリート舗装等の構成及び厚さ

舗装の厚さ(㎜)

※標準仕様書表22.5.2による

コンクリート

※70　　 ・　

※150　　・　・コンクリート舗装

歩道部

車道部

部位舗装の種類

寒冷地での縁部立下り寸法等　　・　

舗装の平坦性

　※通行の支障となる水たまりを生じない程度　　・　

早強セメント　　・使用する

注入目地材料の種別

　※低弾性タイプ　　・高弾性タイプ

カラー舗装の種類５ カラー舗装

・塗布工法

・ニート工法

・樹脂系混合物・常温系

舗装の種類

・アスファルト混合物

・石油樹脂系混合物

※加熱系

・歩道部

(22.4.2)

(22.4.4)(表22.4.6)

(22.4.5)

(22.4.6)

(22.5.2)(22.5.3)(表22.5.1)(表22.5.2)

(22.5.2)

(22.5.2)

(22.5.3)

(22.5.3)(表22.5.3)

車道部及び歩道部

部位

舗装の平たん性　

　※通行の支障となる水たまりを生じない程度

　・　

加熱系混合物の抽出試験　　・行う

　・　

樹脂系混合物、ニート工法及び塗布工法の配合その他

　添加する着色骨材又は自然石　・　

　・　

加熱系混合物の結合材に石油樹脂を使用する場合の顔料の添加量

加熱系混合物に使用する材料 (22.6.3)

(22.6.4)

(22.6.4)

(22.6.6)(22.4.6)

６ 透水性アスファルト

　 舗装

透水性アスファルト混合物の抽出試験　　・行う

シールコート　　・行う

アスファルト

　※著しい不陸がないこと　　・　

舗装の平坦性 (22.7.2)

(22.7.3)

(22.7.5)(22.4.5)

(22.7.6)

仕上り面の平たん性

　※歩行に支障となる段差のないものとし、段差は3㎜以内

(22.8.2)(22.8.3)

(22.8.3)

・コンクリート版

・アスファルト混合物

ジオテキスタイル　　・適用する

(22.8.2)(22.8.3)

(22.8.3)

(22.9.2)(表22.9.1)８ 砂利敷き

　※図示

・車道部

(22.4.2)

(22.4.2)

(22.6.2)

(22.6.2)(22.4.2)

　※スレートアスファルト

７ ブロック系舗装 (22.8.2)

盛土用材料の標準仕様書表3.2.1による種別

　・A種　・B種　・C種　・D種

(22.2.3)(表3.2.1)

(22.2.4)

(22.2.5)

(22.2.5)

発生土の処理　　※構外搬出適切処理　　・　

砂の粒度試験　　・行う

路床締固め度試験　　・行う

路床土の支持力比(CBR)試験　　・行う

(22.2.3)

材種 形状 呼び径

・遠心力鉄筋

　　ｺﾝｸﾘｰﾄ管

外圧管(1種)

・図示

 強さ(KN/m)種類・記号

　ビニル管

・硬質ﾎﾟﾘ塩化

・硬質ﾎﾟﾘ塩化

　 ﾋﾞﾆﾙ管継手

 ・VP　 ・VU

 ・RS-VU

 ・DV

排水用硬質塩化ビニル管継手　　※接着剤　　・ゴム輪

排水管用材料

側塊　　形状及び寸法　　・図示（図面番号　　　　　)

排水桝　形状及び寸法　　・図示（図面番号　　　　　)

マンホールふたの種類　　※図示（図面番号　　　　　)

・　

　※図示（図面番号　　　　　　　）

グレーチングの材質、用途、適用荷重、メインバーピッチ等

　・A種　※B種　・C種　・D種

標準仕様書表3.2.1による種別

　・　

(21.2.1)(表21.2.1)

・縁石

　規格名称 種類

・片面歩車道境界ブロック

・両面歩車道境界ブロック

・地先境界ブロック

・A　・B　・C

・Ｌ型 側溝

規格名称 呼び

・250A　 ・250B

・250A　 ・250B　 ・300　 ・350

・500A　 ・500B　 ・500C　 

・1種

・2種

・Ｕ型 側溝

　規格名称

・1種

・2種

呼び

・Ｕ型 側溝ふた

　規格名称 種類

・1種

・2種

呼び

・150　　 ・180　　 ・240

・300　　 ・360　　 ・450

・600

砂利地業の厚さ(mm)　　※100　　・　

種類

種類

呼び

６ 街きょ、縁石、側溝

５ 埋め戻し用材料

４ コンクリート

３ 地業の材料

２ 側塊、排水桝等

１ 路床 遮断層　　･設ける (22.2.2)(22.2.3)

品質材料厚さ(mm)

凍上抑制層　　･設ける (22.2.2)(22.2.3)

材料厚さ(㎜)

車道部

歩道部

・　

・　

(22.2.2)(22.2.3)(表22.2.2)路床安定処理　　･行う

品質

 添加材料 ・普通ポルトランドセメント

・高炉セメントB種

・フライアッシュセメントB種

・生石灰特号

・生石灰1号

・消石灰特号

・消石灰1号

 目標CBR

方法

・ｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙによる安定処理

※添加材料による安定処理  厚さ(㎜) ・　

・　

透水性舗装のフィルター層の厚さ(㎜)

※標準仕様書21.2.1(g)による　　・　

(21.2.2)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

基層の厚さ(㎜)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)(表3.2.1)

　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品

(21.3.1)(表21.3.1)

　・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品

　・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品

(21.3.1)(表21.3.1)

　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品

(21.3.1)(表21.3.1)

　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品

(21.3.1)(表21.3.1)

(21.3.1)

(22.2.3)

１ 排水管

アスファルト舗装の構成及び厚さ

19 四角トラス材 ※ □450×450 トラス支柱材（深田鉄工 パーフェクトビーム同等品）

20 ※ 

　※水セメント比55％以下、単位セメント量の最小値300kg/m3を満足する強度

※5N/㎜2

設計基準強度(N/㎜2)　　※18

　・A種　　　※B種
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本完成図は、完成建物の基本情報を記載したものです。工事に際して作成された施工図等の詳細情報と合わせてご利用ください。
施

　

工

奥村･松塚特定建設工事共同企業体

見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等

　※図示（図面番号　　　　　　　　）　・　

「屋根ふき材及び屋外に面する帳壁の風圧に対する構造耐力上の安全性を

確かめるための構造計算の基準を定める件」による風圧力に対応した固定方法

(23.5.3)

(23.5.4)　・適用する

支柱　　・設置する

　形式　　・抵抗板設置固定法　　・　

(23.5.4)

かん水装置　　・設置する　　種類（　　　　　　　　　　） (23.5.4)

新植樹木、芝及び地被類の枯補償

　※引渡しの日から1年　　・　

(23.5.5)(23.3.4)(23.4.7)

　※標準仕様書表23.2.1による

(23.1.3)

(23.1.3)

(23.1.3)

１ 植栽地の確認等

有効土層として整備する面積及び厚さ

(23.2.2)

排水工法

　・暗きょ　　・開きょ　　・排水層　　・縦穴排水　　・　

(23.2.2)

(23.2.2)(表23.2.2)

腐植含有量の試験　　・行う

２ 植栽基盤整備工法

３ 植樹

(表23.2.1)

植栽基盤整備工法の種別

土壌の水素イオン濃度指数(pH)試験　　・行う

電気伝導度の試験　　・行う

(23.2.2)(23.2.3)

(23.2.4)発生土の処理

　※構外搬出適切処理

樹木 (23.3.2)

新植樹木の枯補償期間

　※引渡しの日から1年　　・　

移植樹木の枯損処置を行う期間

　※引渡しの日から1年　　・　

(23.3.4)

(23.3.6)

・土壌改良材

※A種　　・B種　　・C種　　・D種

・A種　　※B種　　・C種　　・D種

・樹木

・芝及び地被類

種類

・下水汚泥コンポスト

・　

樹種 寸法 刈込みものの適用株立数 数量

 支柱材

 ※丸太

 ・真竹

 防腐処理方法

(23.3.2)

幹巻き用材料 (23.3.2)

　※幹巻き用テープ　　・わら及びこも

支柱形式

　・添え柱形　　・鳥居形　　・八ッ掛け形　　・布掛け形

　・ワイヤ掛け形　　・地下埋設形

(23.3.3)

 ※加圧式防腐処理　　・　

４ 支柱材

芝の種類　　※コウライシバの類　　・ノシバの類５ 芝張り、吹き付け

は種及び地被類

(23.4.2)

芝張りの工法

※目地張り　　・べた張り

・目地張り　　※べた張り

(23.4.3)

平地

法面

吹付けは種用種子等の種子

量

(23.4.2)

種子の種類

地被類

 樹種  芽立数  コンテナ径

(23.4.2)

枯損した芝及び地被類の処置

　※引渡しの日から1年　　・　

(23.4.7)(23.3.4)

 単位面積当たりのコンテナ数

※洋芝類（発芽率80％）

６ 屋上緑化 屋上緑化システム

 土壌層の厚さ

 ・人工軽量土　　※改良土

(23.5.2)(23.5.3)

 植込み用土

　・15cm　　・30cm

屋上緑化システムの排水層

 軽量骨材  ・火山砂利　　・黒曜石パーライト

・膨張性頁岩　　・　

 板状成形品

 種類  層の厚さ

 樹木

 芝

樹種又は種類 寸法 株立数 刈込みもの 数量

 ・ノシバの類

 地被類

 ※ｺｳﾗｲﾉｼﾊﾞの類

(23.5.3)(23.4.2)

章章

・パーク堆肥

仕様
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国宝金峯山寺二王門素屋根建設工事

本完成図は、完成建物の基本情報を記載したものです。工事に際して作成された施工図等の詳細情報と合わせてご利用ください。
施

　

工

奥村･松塚特定建設工事共同企業体

工事概要・求積図

設計概要 諸官庁届出一覧表

求積図

1

2

3

4

5

6 7

8

9

10

11

12 13

14

15

16

17

18

19

20

21 22

23

24

25

面
　
　
積

敷
　
　
　
　
地

第１低住専 第２低住専 第１中高住専 第２中高住専

準住居 近隣商業第１住居 第２住居

市街化区域都市計画区域内（ 市街化調整区域） 都市計画区域外

準工業 工業 工業専用商業 指定なし

準防火 指定なし 法２２条指定区域

申請部分 申請以外の部分 合　　計

２つの地域にわたる場合　（防火　　　　㎡　　準防火　　　　㎡）

工事名称

敷地位置

都市計画区域

用途地域

（都市計画）

その他の指定

防火地域

道路巾員

壁面線後退

敷地面積

建築面積

延べ面積

１　一般事項

㎡

㎡ ㎡

㎡

（氏名）

（住所）

工事種別

容積率

斜線制限

日影規制

建ぺい率

高度利用地区

工期

高度地区

主要用途

駐車場等

工作物等

工
　
事
　
概
　
要

形
　
態
　
規
　
制

㎡

㎡

無　・　有　　内容：容積率規制　　　％以上

無　・　有　　内容：高さ規制

　有　・　無　・　規制地域に影を落す

着工　　　　　年　　月　　日

㎡

㎡申請以外の部分

申請部分 台

台

新築

用途変更

（消防法における防火対象物の区分　　項　・　特定防火対象物） 防炎品

竣工　　　　　年　　月　　日

道路斜線　　　　　　　・隣地斜線　　　　　　　・北側斜線

増築 別棟増築 増改築 改築

総合設計

防火

道
　
路

軒　　　裏

外　　　壁

屋　　　根

床面積計

棟　　　名

建物用途

工事種別

構造・規模

基礎・杭

耐火建築物

２　建物物概要

美観地区 駐車場整備地区風致地区 歴史的風土保存地区

土地区画整理事業地区 特定街区　　ｍ高度地区

宅地造成工事規制区域 砂防地区

その他

総合的設計による１団地

農地転用 開発許可

大規模の修繕 大規模の模様替え

移転

改修

建築面積

（FAX）

（TEL）

高

さ

増・改築経歴等

㎡

㎡

最高の高さ
(二王門ＧＬより)

最高の軒の高さ
(二王門ＧＬより)

各
階
床
面
積

㎡

建築設備の種類

消防設備の種類

㎡

㎡

イ

○

国宝金峯山寺二王門素屋根建設工事
コクホウキン プ セン ジ  ニ オウモン ス  ヤ  ネ ケンセツコウ ジ

〒639-3115
奈良県吉野郡吉野山2498番地　金峯山寺境内地内

西側 約4.5ｍ，東側 約6.0ｍ

○

無 無

○

12

建築用仮設足場(素屋根)

奈良県 文化･教育･くらし創造部 文化財保存事務所長

上水道

２Ｆ：一重目軒足場

換気扇

３Ｆ：二重目軒足場

火災通報装置 誘導標識 パッケージ型

１Ｆ：二王門ＧＬ　

７９０．２７

８０７．９０

６０１．７３

２，１９９．９０

９３４．６９

約 １，１１０ ㎡

新築

鉄骨(四角トラス材)

その他

直接基礎(置き基礎)

屋根材表し

建築用仮設足場(素屋根)

素屋根・作業場

２，１９９．９０

９３４．６９

波板鋼板葺き・折板葺き
（一部ポリカーボネート板）

防炎シート・
メッシュシート

　Ｒ０３　０４　２１ 　Ｒ０４　０３　２９

関　係　部　署　名 協　議　内　容 備　考関連法令等

建築基準法

消防法

※ 各種届出については、施工時期に合わせて施工者の方で作成すること。

奈良県広域消防組合

吉野警察署

吉野土木管理課

吉野町暮らし環境整備課

中和土木事務所 ・素屋根は大規模で長期間設置することになるが、基本的には仮設である。

・仮設として取り扱い、建築基準法の対象とはならない。

　ただし4階となる場合、又は2,000㎡を大幅に超える場合は32条適用願出書を提出すること。

・原則、道路幅員の１／８以内の占用であるが地元住民の同意及び警察の同意があればこの限りではない。

※ 着工時に提出

※ 着工時に提出

・自動火災報知設備の受信機設置場所は宗務庁内とすること。

・感知器は全て炎感知器を設置すること。

・今回2,000㎡を超えても素屋根が期間限定の仮設であるため、Ⅰ型パッケージ型消火栓設備としてよい。

・既設擁壁の安全性の為、道路に杭を打設することは支障なし。
※ 着工時に提出

　 上部1.5mは砂、以下はセメントミルクにて復旧。
※ 素屋根解体時は杭を撤去すること。(別途)

・原則、車道上部は4.5ｍを確保することになっているが、道中の状況により4.0ｍでも可能である。

・占用は１年単位が基本であるが、１年毎に更新すれば問題ない。

・素屋根部分は35条占用、その他は24条許可として申請すること。

道路法

※ 着工時に提出

※ 素屋根解体時の内容は外構図による。(別途)

※ 素屋根解体時の内容は外構図による。(別途)

・東側道路から西側の下り坂部分は町道となるので、別で道路占用を提出すること。

・東側道路部分は白線引き等で注意喚起すること。

・北東の角は、コーナーガードの設置や注意喚起、大型カーブミラー等の設置を検討すること。 ※ 素屋根解体時の内容は外構図による。(別途)

・東側は暗くなるため、照明等の配慮をすること。

・速度制限や高さ規制の警戒看板を設置すること。

・本体のトラス足場については届出は不要である。

　ただし、高さが31ｍを超える場合は計画届けが必要になるので、今回は届出が必要となる。

※ 各種仮設の計算は施工者で行う

　 (四角トラス関係は計算書有り)

　届出は着手の14日前に提出とする。

・ホイストクレーンの設置は0.5ｔ以上～3.0ｔ未満で届出が必要である。
・枠組み又は単管足場については30日前に届出が必要である。

労働基準法 大淀労働基準監督署 ・組立てから解体までが60日を越え、かつ10ｍを超える場合に届出を行う事。

・通行止めの間の収集車は境内の中を通行するものとする。
ゴミ収集 吉野町暮らし環境整備課 ・通行止めの間の崖下のゴミは集積できる場所まで施工者の方で移動しておくこと。

吉野大峯ケーブル自動車㈱

吉野町文化観光交流課

吉野町教育委員会事務局

吉野町総務課

吉野町総合政策課

・杭及び基礎の長期の通行止めは子供達に負担の少ない夏休みとする。

・走行テストにて確認。支障なし。

・既設の消火栓は公設消火栓のため、なくすことはできないので本工事で移設すること。
※ 公設消火栓は素屋根解体時に現況復旧の必要は

※ 素屋根設置後も消防用設備等の点検結果報告を
　 ない。

　 行うこと。

・消防検査を行うので、着工届及び設置届を提出すること。

バス関係

吉野町上下水道課

・走行テストにて確認。支障なし。

セコム防犯関係

水道関係 ・県道に本管が２本とテレメーター用の電気配線が通っているので注意すること。

・既設の鋼管柱は仮撤去とし、将来再使用とする。

※ 着工時に提出

※ 素屋根撤去時に同じ位置に復旧できるよう明示

　 等すること。

・工程が決まり次第、教育委員会と協議を行うこと。(7月ダイヤは6月上旬に決定する必要がある。)

・杭は干渉しない位置に設計してあるが、杭工事施工前に受注者が吉野町と再度協議すること。

計

計

面積算定式

面積算定式

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

6.030*2.255

0.920*2.255

4.610*2.255/2

4.610*2.255/2

16.890*9.620

8.210*29.180

9.705*6.850

7.655*29.180

9.705*7.450

8.210*29.180

9.705*6.850

7.655*29.180

9.705*7.450

5.1978

5.1978

239.5678

66.4792

223.3729

72.3023

162.4818

13.5977

2.0746

239.5678

66.4792

223.3729

72.3023

601.7222

790.2719

２階床面積(一重目軒足場)

３階床面積(二重目軒足場)

計

面積算定式

建築面積

1

2

3

4
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国宝金峯山寺二王門素屋根建設工事

本完成図は、完成建物の基本情報を記載したものです。工事に際して作成された施工図等の詳細情報と合わせてご利用ください。
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Y7

Y8

Y9

Y2

Y1

X4a X5 X8 X8aX7 X9aX3b X9X4X1 X2 X3 X3a X6 X6a

Y4

Y3

Y5b

Y6a

Y5a

Y5

DN

×
×

× × × × ×

×
×

×
×

×
×

×

××××

×
× ×

×××

×

×

×

×

×

防
炎

シ
ー

ト
張

り

二王門 庇ラインを示す

二重目軒足場(単管足場)

床開口(取り外し式)

メッシュシート張り

防炎シート張り

メ
ッ

シ
ュ

シ
ー

ト
張

り

手摺

手摺

手摺

手摺

手摺
流し台(設備)

手摺(取外し単管ステージ用)

仮設トラス材(錆止塗装)表し

手摺

ブレース

ブレース

ブレース

ブレース

ブレース

±0±0

+800

▽道路レベル

▽一重目軒足場ＦＬ

▽二重目軒足場ＦＬ

▽棟足場・ホイスト点検歩廊ＦＬ

▽妻足場・ホイスト点検歩廊ＦＬ

▽二王門ＧＬレベル

▽ホイスト点検歩廊ＦＬ

単管手摺を示す

単管ステージ(取外し式)を示す

壁ブレースを示す

上部単管足場を示す(積載荷重150㎏/㎡)
(柱脚下部、根がらみ設置)

×

×
×

1/100（A1）
1/200（A3）

竪樋　カラーＶＵφ150
竪樋　カラーＶＵφ150

竪樋　カラーＶＵφ150

取外し単管ステージ縁切り

手摺

UP
UP UP

UP UP
DN UP



意匠
A-18３階平面図（二重目軒足場）

完成図

図名

名称 縮尺 Ｎｏ．
国宝金峯山寺二王門素屋根建設工事

本完成図は、完成建物の基本情報を記載したものです。工事に際して作成された施工図等の詳細情報と合わせてご利用ください。
施

　

工

奥村･松塚特定建設工事共同企業体

二王門

▼
二
王
門
中
心
線

▼二王門中心線

Y10

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y2

Y1

X4a X5 X6 X8 X8aX7 X9aX3b X9X4X1 X2 X3 X3a

Y4

Y3

Y5a

Y5b

Y6a

×
×

×
×

×
×

×
× ×

×
×

×
×

×
×

×

×××××

×××××

×

二王門 庇ラインを示す

メッシュシート張り

手摺(取外し単管ステージ用)

軒樋

軒樋

水切リ

ブレース

ブレース

±0±0

+700

▽道路レベル

▽一重目軒足場ＦＬ

▽二重目軒足場ＦＬ

▽ホイスト点検歩廊ＦＬ

▽棟足場・ホイスト点検歩廊ＦＬ

▽妻足場・ホイスト点検歩廊ＦＬ

▽二王門ＧＬレベル

単管手摺を示す

単管ステージ(取外し式)を示す

折板葺きt0.6

折板葺き(ポリカーボネートt1.5)

壁ブレースを示す

上部単管足場を示す(積載荷重150㎏/㎡)
(柱脚下部、根がらみ設置)

Ｎ

床開口(取り外し式)

1/100（A1）
1/200（A3）

竪樋　カラーＶＵφ100

竪樋　カラーＶＵφ100

竪樋　カラーＶＵφ100

竪樋　カラーＶＵφ100

竪樋　カラーＶＵφ100

竪樋　カラーＶＵφ100

竪樋　カラーＶＵφ100

竪樋　カラーＶＵφ100

UP

UP



意匠
A-19上部平面図（妻足場・棟足場）

完成図

図名

名称 縮尺 Ｎｏ．
国宝金峯山寺二王門素屋根建設工事

本完成図は、完成建物の基本情報を記載したものです。工事に際して作成された施工図等の詳細情報と合わせてご利用ください。
施

　

工

奥村･松塚特定建設工事共同企業体

▼
二
王
門
中
心
線

▼二王門中心線

▼
二
王
門
中
心
線

▼二王門中心線

上部平面図（棟足場）上部平面図（妻足場）

X4a X5 X6 X8 X8aX7 X9aX3b X9X4

Y10

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

X4a X5 X6 X8 X8aX7 X9aX3b X9X4

×
×

×
×

×
×

×
× ×

×
×

×
×

×
×

×

××××

×××××
×

×
×

×
×

×
×

× ×
×

×
×

×
×

×
×

×××

×××

×

× ×

単管手摺

単管手摺 単管手摺

単管手摺

単管手摺

メッシュシート張り

耐風梁(荷重をかけないこと)

耐風梁(荷重をかけないこと)

単管手摺

上部ホイストクレーン

上部ホイストクレーン 上部ホイストクレーン

ホイスト点検歩廊

ホイスト点検歩廊

ホイスト点検歩廊

ホイスト点検歩廊

ブレース

ブレース

ブレース

ブレース

点検歩廊

手摺

点検歩廊

手摺

10,285

▽道路レベル

▽一重目軒足場ＦＬ

▽二重目軒足場ＦＬ

▽ホイスト点検歩廊ＦＬ

▽棟足場・ホイスト点検歩廊ＦＬ

▽妻足場・ホイスト点検歩廊ＦＬ

▽二王門ＧＬレベル

▽道路レベル

▽一重目軒足場ＦＬ

▽二重目軒足場ＦＬ

▽ホイスト点検歩廊ＦＬ

▽棟足場・ホイスト点検歩廊ＦＬ

▽妻足場・ホイスト点検歩廊ＦＬ

▽二王門ＧＬレベル

単管手摺を示す単管手摺を示す

壁ブレースを示す 壁ブレースを示す

上部単管足場を示す(積載荷重150㎏/㎡)
(柱脚下部、根がらみ設置)

上部単管足場を示す(積載荷重150㎏/㎡)
(柱脚下部、根がらみ設置)

Ｎ Ｎ

1/100（A1）
1/200（A3）

UP

UP

UP

UP DN

UP DN

UP

UP

UP UP

UP

DN

DN



意匠
A-20屋根伏図・建具表

完成図

図名

名称 縮尺 Ｎｏ．
国宝金峯山寺二王門素屋根建設工事

本完成図は、完成建物の基本情報を記載したものです。工事に際して作成された施工図等の詳細情報と合わせてご利用ください。
施

　

工

奥村･松塚特定建設工事共同企業体

▼
二
王
門
中
心
線

▼二王門中心線

屋根伏図 S:1/100

これに類する建具は詳細図によるものとし、本表に含まない。

本表は、本工事に用いる建具を一括して表す。戸棚、カウンターその他

ＦＬ

ＦＬ

ＦＬ

ＦＬ

程度・ガラス

材質・仕上

金　物

備　考

形状・寸法

符号
形式

位置 数量

見込

程度・ガラス

材質・仕上

金　物

備　考

形状・寸法

符号
形式

位置 数量

見込

程度・ガラス

材質・仕上

金　物

備　考

形状・寸法

符号
形式

位置 数量

見込

程度・ガラス

材質・仕上

金　物

備　考

形状・寸法

符号
形式

位置 数量

見込

X4a X5 X6 X8 X8aX7 X9aX3b X9X4

Y10

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

１ ２

AD AD

付属金物一式
ハンガーレール・引手

1

扉: 42
枠:150

北側出入口 西側出入口

付属金物一式
ハンガーレール・引手

1

扉: 42
枠:150

仮設ハンガードア 仮設ハンガードア

シリンダー錠 シリンダー錠

単管下地 鋼板貼り 単管下地 鋼板貼り

内部 内部

雪止め金物

雪止め金物

▽道路レベル

▽一重目軒足場ＦＬ

▽二重目軒足場ＦＬ

▽ホイスト点検歩廊ＦＬ

▽棟足場・ホイスト点検歩廊ＦＬ

▽妻足場・ホイスト点検歩廊ＦＬ

▽二王門ＧＬレベル

雪止め金物

融雪ラインヒーター Ｗ450

単管手摺を示す

ポリカーボネート板(波板・大波)ｔ1.0

カラー亜鉛鉄板(波板・大波)ｔ0.5

Ｎ

1/100,50（A1）
1/200,100（A3）

丸落とし



意匠
A-21立面図１

完成図

図名

名称 縮尺 Ｎｏ．
国宝金峯山寺二王門素屋根建設工事

本完成図は、完成建物の基本情報を記載したものです。工事に際して作成された施工図等の詳細情報と合わせてご利用ください。
施

　

工

奥村･松塚特定建設工事共同企業体

1/150（A1）
1/300（A3）

二王門階段下
DL=348.75ｍ

DL=350.00ｍ

DL=351.10ｍ

二王門階段下
DL=348.75ｍ

KBM=348.65ｍ

KBM=348.65ｍ

北東石垣天
DL=354.61ｍ

北東石垣天
DL=354.61ｍ

X8X7X6X5 X8a X9aX9

Y1 Y10Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8 Y9

X4aX4X2 X3 X3a X3bX1

　　DL=350ｍ　　

　　DL=360ｍ　　

　　DL=370ｍ　　

　　DL=370ｍ　　

　　DL=360ｍ　　

　　DL=350ｍ　　

高さ制限　３．８Ｍ以下　　　　　点灯

外壁；防炎養生シート張り

外壁；成形鋼板張り

外壁；メッシュシート張り

素屋根工事及び二王門修繕用進入用スロープ

素屋根ＲＣ基礎

素屋根ＲＣ基礎

屋根；折板葺きt0.6

竪樋 カラーＶＵφ100 竪樋 カラーＶＵφ100

屋根(素屋根)；カラー亜鉛鉄板(波板・大波)ｔ0.5

点検歩廊

衝突防止ポール

コーナーガード

竪樋 カラーＶＵφ100

竪樋 カラーＶＵφ100

衝突防止サイン

メッシュシート張り

軒樋 塩ビ製既製品W150

呼び樋 カラーＶＵφ150

屋根(素屋根)
；カラー亜鉛鉄板(波板・大波)ｔ0.5

屋根(素屋根)
；ポリカーボネート板(波板・大波)ｔ1.0

換気扇(機器は設備)

外壁(素屋根)；メッシュシート張り

外壁(素屋根)；メッシュシート張り

素屋根ＲＣ基礎

軒樋 塩ビ製既製品W150

点検歩廊

軒樋 塩ビ製既製品W150

まわし車 存置

灯篭 存置

本堂への階段

呼び樋 カラーＶＵφ150

点検歩廊

仮囲い(成型鋼板(茶色)

成形鋼板(茶色)貼り

外壁(作業場・東面)；防炎養生シート張り(灰色)

▼２ＦＬ

▼梁芯

▼梁芯

▼梁芯

▼梁芯

▼梁芯

▼３ＦＬ

▲梁芯

▼２ＦＬ

▼梁芯

▼梁芯

▼梁芯

▲梁芯

▼梁芯

▼梁芯
▼３ＦＬ

Z1

Z2

Z3

Z4

Z6

Z5

Z1

Z2

Z5

Z6

Z3

Z4

ベンドキャップ　250φ

ベンドキャップ　φ250

ベンドキャップ　φ250

ベンドキャップ　φ250

ベンドキャップ　φ250

ベンドキャップ　φ250



DL=351.10ｍ

北東石垣天
DL=354.61ｍ

DL=350.00ｍ

二王門階段下
DL=348.75ｍ
KBM=348.65ｍ

二王門階段下
DL=348.75ｍ

北東石垣天
DL=354.61ｍ

KBM=348.65ｍ

Y1Y2Y3Y4Y5

X9a X8aX9 X4

Y10

X4aX5X6X7X8 X1X3b X3a X3 X2

Y6Y7Y8Y9

　　DL=360ｍ　　

　　DL=370ｍ　　

　　DL=360ｍ　　

　　DL=370ｍ　　

　　DL=350ｍ　　

　　DL=350ｍ　　

高さ制限　３．８Ｍ以下　　　　　点灯

既存石垣

点検歩廊

衝突防止ポール

注意看板

竪樋 カラーＶＵφ100

衝突防止サイン

メッシュシート張り

外壁；防炎養生シート張り

外壁；成形鋼板張り

外壁；メッシュシート張り

竪樋 カラーＶＵφ150

外壁(素屋根)；メッシュシート張り

点検歩廊

点検歩廊

外壁(素屋根)；メッシュシート張り

素屋根出入口(パネルキャスターゲート)

屋根(作業場)；折板(ポリカーボネート)葺き

屋根(作業場)；折板葺き

竪樋 カラーＶＵφ100

竪樋 カラーＶＵφ100

呼び樋 カラーＶＵφ150

軒樋 塩ビ製既製品W150

呼び樋 カラーＶＵφ150

屋根(素屋根)
；ポリカーボネート板(波板・大波)ｔ1.0

屋根(素屋根)
；カラー亜鉛鉄板(波板・大波)ｔ0.5

屋根(素屋根)
；カラー亜鉛鉄板(波板・大波)ｔ0.5

外壁(作業場・西面)；メッシュシート張り

外壁(作業場・南面)；防炎養生シート張り

素屋根出入口

素屋根ＲＣ基礎

樋 素屋根内へ配管

軒樋 塩ビ製既製品W150

竪樋 カラーＶＵφ100

点検歩廊

軒樋 塩ビ製既製品W150

成形鋼板(茶色)貼り

外壁(作業場・西面)；メッシュシート張り(灰色)

▼２ＦＬ

▼梁芯

▼梁芯

▲梁芯

▼２ＦＬ

▼梁芯

▼梁芯

▲梁芯

▼梁芯

▼梁芯

▼梁芯

▼３ＦＬ

▼梁芯

▼梁芯

▼梁芯

▼３ＦＬ

Z1

Z2

Z3

Z1

Z2

Z3

Z2

Z3

Z4

Z6

Z5

Z1

Z4

Z6

Z5

Z4

Z6

Z5

意匠
A-22立面図２

完成図

図名

名称 縮尺 Ｎｏ．
国宝金峯山寺二王門素屋根建設工事

本完成図は、完成建物の基本情報を記載したものです。工事に際して作成された施工図等の詳細情報と合わせてご利用ください。
施

　

工

奥村･松塚特定建設工事共同企業体

1/150（A1）
1/300（A3）

ベンドキャップ　φ250

ベンドキャップ　φ250

ベンドキャップ　φ250

ベンドキャップ　φ250

ベンドキャップ　φ250

ベンドキャップ　φ250

ベンドキャップ　φ250



意匠
A-23断面詳細図１

完成図

図名

名称 縮尺 Ｎｏ．
国宝金峯山寺二王門素屋根建設工事

本完成図は、完成建物の基本情報を記載したものです。工事に際して作成された施工図等の詳細情報と合わせてご利用ください。
施

　

工

奥村･松塚特定建設工事共同企業体

1/　60（A1）
1/120（A3）

二王門

▽355.80

▽359.51

▽359.88

▽363.22

▽348.65

▽
二

王
門

柱
芯

▽
二

王
門

柱
芯

▽365.53

▽366.13

▽369.44

△372.78

▽372.95

▽382.175

単管足場

単管ステージ(取外し式)

単管ステージ(取外し式)

成形鋼板

メッシュシート

仮設階段 W900タイプ

二王門修繕の為、
途中解体可能とする範囲

二王門修繕の為、
途中解体可能とする範囲

二王門修繕の為、
途中解体可能とする範囲

二王門修繕の為、
途中解体可能とする範囲

杉足場板ｔ35

単管ステージ(取外し式)

単管足場

構造用合板ｔ12

杉足場板ｔ35

竪樋 ＶＵφ100

メッシュシート

竪樋 ＶＵφ100

ＶＵφ150

水切り屋根：鉄骨下地 鉄骨下地 折板葺きt0.6(一部ポリカーボネートt1.5)

ケラバ包み

単管ステージ(取外し式)

パネルゲート

敷き鉄板ｔ23

防炎シート張り
(作業場東・南面のみ)

屋根：桟木30×50下地 カラー亜鉛鉄板(波板・大波)ｔ0.5 　
　　　桟木30×50下地 ポリカーボネート板(波板・大波)ｔ1.0

ホイストクレーン(1.0ｔ)

ホイストクレーン(1.0ｔ)

チェーンブロック(250㎏)
(別途工事)

チェーンブロック用レール

棟板：桟木30×50下地 カラー亜鉛鉄板(波板・大波)ｔ0.5

雪止め金物

雪止め金物

雪止め金物

融雪ネット

捨てコンクリートｔ150以上
(ＶＵ管φ50+養生シート共)

捨てコンクリートｔ150以上
(ＶＵ管φ50+養生シート共)

捨てコンクリートｔ150以上
(ＶＵ管φ50+養生シート共)

捨てコンクリートｔ150以上
(ＶＵ管φ50+養生シート共)

捨てコンクリートｔ150以上
(ＶＵ管φ50+養生シート共)

増し打ちコンクリートｔ150以上
(ＶＵ管φ50+養生シート+スタイロフォーム共)

ホイストクレーン(1.0ｔ)

棟足場単管下地は二王門一部貫通の上
引寄せ金物にて緊結のこと

単管足場

杉足場板ｔ35

共吊り用鉄骨(別途工事）

4,710

▼梁芯

▼２ＦＬ

▼梁芯

▼梁芯

▼梁芯

▼２ＦＬ

▼梁芯

▼梁芯

7
,
1
5
0

▼ＫＢＭ

　北東
▼石垣天

▼梁芯

▼梁芯

▼３ＦＬ

▲妻足場上

▼妻足場下

▼梁芯

▼梁芯

▲妻足場上

▼妻足場下

▼梁芯

▼梁芯

▼３ＦＬ

X5 X6 X7 X8 X8a X9aX3a X4a

X9

X4

Z1

Z2

Z3

Z6

Z5

Z4

単管ベース

単管ベース

単管ベース

巾木

手摺

巾木

巾木

巾木

手すり

手すり

ＶＵφ150

ＶＵφ150

手摺

▼棟足場上 ▼棟足場上▽373.43

▽370.88

▽354.61


